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飛鳥藤原京の発掘調査

都城発掘調査部が飛鳥・藤原地区において2015年
度に実施した発掘調査は、藤原宮跡で１件、藤原京跡
と飛鳥地域で計５件である。また、立会調査は12件
である。以下、主要な調査成果について概要を記す。
藤原宮跡大極殿院の調査（第186次）は、昨年度に
つづく藤原宮大極殿院内庭の発掘調査である。内庭の
整備・利用状況、および藤原宮の造営過程の解明を目
的に、大極殿基壇の南側1548㎡を発掘調査した。調
査期間は、2015年４月２日から2016年２月26日まで
である。
調査の結果、まず藤原宮期の遺構として、大極殿院
内庭の礫敷広場と大極殿の南面階段の痕跡を検出し
た。階段痕跡は、整地土上に据え付けられた凝灰岩切
石の最下部を２ヵ所で検出した。凸字形の平面形を呈
し、その内法幅は推定される大極殿の柱間17尺と一
致する。藤原宮の中軸線との関係から、２ヵ所の階段
痕跡のうち西側のものは、大極殿中央の柱間に、東側
のものは東から２間目に対応するものと推定される。
すなわち、今回、検出した階段痕跡は大極殿南面に取
り付く中央および東階段の痕跡とみて間違いない。今
回の調査区は、現状の大極殿基壇裾から６ｍ程の距離
を置いて設定したが、この階段痕跡の検出により、遺
存状況が良好とみてきた大極殿基壇は、南側を大きく
削平されていることがあきらかになった。
藤原宮造営期の遺構としては、調査区東側で南北
溝、中央で資材運搬用の運河、南側ではその南北溝と
運河を結ぶ斜行溝を検出した。南北溝は、朝堂院朝庭
において運河を一旦埋め立てた後に、大極殿院南門を
迂回するように掘られた幅2.7ｍ、深さ1.1ｍの素掘溝
で、これまでは、大極殿院南門を迂回した後、流れを
北向きに変え、そのまま一直線に北流するものと考え
られてきた。しかしながら、今回の調査で、南北溝は
斜行溝を通じて再び運河に接続していた時期があり、
最終的に運河と斜行溝は一体で埋め立てられたことが
判明した。これにより、朝堂院で運河が埋め立てられ
た後も、大極殿院南門の北側では運河の埋め立てが進
んでいなかった様子がうかがわれるようになった。宮
の造営過程の詳細を復元する上で、重要な所見を得た
といえる。
また、昨年度に引き続き、奈良時代から平安時代に
かけての掘立柱建物や井戸、耕作溝を確認し、宮廃絶
後の土地利用の状況もあきらかになった。
藤原京の調査では、本薬師寺寺域の東に隣接する右

京八条二・三坊で発掘調査を実施した（飛鳥藤原第
185-7次）。この調査では、西二坊大路の東西両側溝
と八条条間路の南側溝を検出し、西二坊大路東側溝と
八条条間路南側溝が逆Ｌ字状に接続する状況を確認し
た。また、西二坊大路東側溝の下層では、東側溝の約
1.2ｍ西でさらにもう一条の南北溝を検出した。藤原
宮や本薬師寺の下層で検出されている、いわゆる先行
条坊に関連する遺構の可能性もあり、藤原京の条坊の
施工過程を考える上で重要な所見を得た。
飛鳥地域では、奥山廃寺（奥山久米寺）で14年ぶ
りとなる発掘調査を実施した。調査は小規模なもので
はあったが、奥山廃寺にともなう整地層を確認した。
さらに東面回廊の西側の雨落溝、ないしは基壇外装の
抜取溝の可能性のある溝状遺構を検出し、同寺伽藍の
復元にむけて新たなデータを蓄積することができた。

平城京の発掘調査

都城発掘調査部が平城地区において2015年度に実
施した発掘調査は、平城宮跡で２件、平城宮北方遺跡
で３件、平城京跡で14件である。また、立会調査は
57件である。以下、主要な調査成果について概要を
記す。
平城宮では、第一次大極殿院の内庭部（平城第551
次）および西面回廊（平城第561次）の調査をおこ
なった。前者の東区では、奈良時代前半以前の遺構と
しては土坑状の落ち込みのみ、奈良時代後半以降の遺
構としては柱穴２基と斜行溝１条を検出した。下層礫
敷を切り込む奈良時代前半の遺構は確認できないた
め、少なくとも中軸付近には幢旗遺構は存在しないと
考えられる。また西区では、奈良時代の方形土坑とⅢ
期の東西溝SD7132を検出した。この方形土坑は、１
辺2.7ｍの正方形の平面で、深さ約2.0ｍの大土坑であ
る。
西面回廊の調査は第一次大極殿院の整備に関連した
追加調査で、国土交通省からの受託よる発掘調査。こ
こには第一次大極殿跡に通じる園路があったため、発
掘調査がおよんでいなかった。本調査区の北側（平城
第436次）と南側（平城第192次）の調査区の発掘成
果から予想される位置に、大極殿院内庭部礫敷や一本
柱塀の柱穴等を検出した。
平城京内では、平城宮周辺と複数の寺院の調査を実
施した。平城京右京一条二坊四坪の調査（平城第546
次）は奈良文化財研究所本庁舎の建替にともなうもの
で、調査面積は1008㎡、調査期間は2015年４月６日
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から６月17日までである。今回の調査では、一条南
大路の北側溝および西一坊大路西側溝を検出し、その
合流地点の様相をあきらかにした。また奈良時代の前
半から後半の間に、西一坊大路西側溝の改修のため、
一時的に大路上に迂回する溝を設けていたことがあき
らかとなり、平城京における条坊側溝の改修方法の一
端をうかがい知ることができた。
興福寺境内の発掘調査（平城第559次調査）は、興
福寺の「興福寺境内整備基本構想」（1998年）にもと
づいた、寺観の復元・整備にともなう調査で、中室・
経蔵・鐘楼を対象とした。中室は、規模を確認するた
め南端と北端を、経蔵は、全容をあきらかにするため
全体を、鐘楼は、規模を確認するため西北部と東南部
を、それぞれ調査した。調査は2015 年 10月２日より
開始し、2016年１月15日に終了した。調査面積は合
計841.5㎡。主な成果としては、経蔵・鐘楼の礎石や
基壇外装を検出した。中室・経蔵では、創建当初の建
物規模を確認し、再建の際にはその位置や規模を踏襲
していることがわかった。また中室は、西室と建物規
模はほぼ同一で、柱配置は異なることがわかった。経
蔵・鐘楼の周辺では石組溝や玉石敷がみつかり、伽藍
中枢部における建物周辺の様相について、新たな知見
を得ることができた。
平城京朱雀大路跡の発掘調査（平城第552次）は、
国土交通省により今後進められる史跡朱雀大路跡等の
整備に向けた発掘調査で、朱雀門前における朱雀大路
の規模、ならびに平城京右京三条一坊一坪・二坪やそ
の間を通る三条条間北小路の実態をあきらかにする
ことを目的とした。2015年12月16日から2016年３月
30日まで、南北２ヵ所の調査区を設定して調査をお
こなった。主な成果としては、朱雀大路の西側溝を北
区・南区あわせて計約40ｍにわたって検出し、朱雀
大路の規模は、東西両側溝の心心間で約 74ｍとなる
ことを改めて確認した。また右京三条一坊一坪の南北
のほぼ中心を通る東西道路（坪内道路）北側溝を検出
した。左京三条一坊一坪でもほぼ同位置で坪内東西道
路を検出している。今回検出できたのは北側溝のみで
あるが、朱雀大路西側溝との接続地点で橋脚を検出し
たことから、坪内道路が存在したものと推測された。
三条条間北小路をなす南北両側溝を検出し、その幅は
側溝の心心間で約 5.5ｍあることがわかった。二坪を
区画する施設は明確ではないが、二坪東北隅にあたる
南区西南部で多量の瓦類が出土したことから、二坪の
東辺と北辺は築地塀で区画されていたと推測できた。
右京三条一坊一坪の東辺と南辺には、遮蔽施設がない
可能性が高いことが判明した。朱雀門前は朱雀大路と

左京・右京の三条一坊一坪を取り込んだ、東西約260
ｍ、南北約140ｍにおよぶ広場的な機能をもつ空間で
あったとみられる。
このほか、平城京跡では、東大寺東塔院跡（東大
寺・奈良県立橿原考古学研究所との共同調査）・西大
寺旧境内・薬師寺東塔等で発掘調査をおこなってい
る。

企画調整部の研究活動

企画調整部は、地方公共団体の埋蔵文化財発掘技術
者をはじめとする文化財担当者に対する専門的な研
修、研究所の調査研究成果や文化財に関する情報の発
信、文化財情報の収集・発信システムの研究と情報の
設備充実、国際的な文化財の調査や保護活用に関する
協力・援助と学術交流あるいは研修、飛鳥資料館・平
城宮跡資料館等における研究成果の展示公開と普及活
動、以上のような事業を実施し、奈良文化財研究所が
おこなう研究に関わる様々な事業についての全体的・
総合的な企画との調整、そして、事業成果の内外への
情報発信や活用を担当している。
文化財担当者専門研修は、遺跡や遺物をはじめとす
る文化財の調査や、その成果の整理と保存・活用に関
する高度で専門的な研修を年度ごとの計画にしたがっ
て実施している。2015年度は、専門研修15課程を実
施し、延べ171名が受講した。また、研修受講者に対
し、「今回受講した研修が『有意義だった』あるいは
『役に立った』と思うか、思わないか」のアンケート
調査をおこなった結果、100％の者から『思う』の回
答を得た。
文化財情報電子化の研究では、発掘調査報告書に関
するデータベースとして、全国遺跡報告総覧の暫定的
な公開をおこなった。遺跡情報・遺構情報・遺物情報
の収集管理や活用に関する情報収集は継続的に実施し
ており、各種データベースへのデータ入力・更新を日
常的におこなっている。また、調査研究成果の電子化
として、ガラス乾板・大判フイルム・35㎜スライド
フイルム・遺構実測図・遺構カード・発掘調査日誌・
軒瓦拓本カード等のデジタル化を進めている。
文化財保護に資する国際協力については、ユネス
コ・アジア文化センター（ACCU）が実施する研修へ
の協力事業として、（１）集団研修「遺跡・遺物の調
査と保存」（アジア太平洋諸国から16名参加）、（２）
個人研修「遺跡の調査・保存と管理活用」（バヌアツ
から２名参加）（３）個人研修「写真による文化遺産
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の記録とデジタルデータの管理・活用」（ブータンか
ら３名参加）（４）「文化遺産ワークショップ」に講師
等を派遣し協力している。
諸外国との国際共同研究としては、中国の社会科学
院考古研究所、河南省文物考古研究院、遼寧省文物考
古研究所との共同研究、韓国の国立文化財研究所との
共同研究がある。1993年から継続しておこなってい
るカンボジアとの共同研究事業は、西トップ遺跡を対
象にした調査と修復を実施しており、南祠堂の解体修
復が完了し、引き続き北祠堂の解体を進めている。こ
のほか、文化庁受託事業によるベトナム・ハノイ林業
大学との拠点交流事業において、出土木材の保存に関
する共同研究および研究交流を実施した。さらに、東
京文化財研究所と共同で実施するミャンマー文化省と
の拠点交流事業ではビュー文化の遺跡であるシュリク
シェトラ遺跡を中心に共同研究をおこなっている。
平城宮跡資料館では、夏のこども展示として「平
城京“ごみ”ずかん―ごみは宝―」を開催し、秋期特
別展として毎年恒例となった木簡の実物展示として、
「地下の正倉院展　造酒司木簡の世界」をおこなった。
飛鳥資料館では、春期特別展「はじまりの御仏たち」、
夏期企画展　第６回写真コンテスト応募作品展　「ひ
さかたの空―いにしえの飛鳥を想ふ―」を開催し、秋
期特別展では「キトラ古墳と天の科学」をおこなっ
た。冬期企画展は恒例となった「飛鳥の考古学2015
　―飛鳥の古墳調査最前線―」をおこなった。藤原宮
跡資料室では、常設展示をおこなうとともに、ロビー
において、調査速報展を随時開催した。
写真室では、研究所内の各種写真の撮影や、写真
データの保管管理をおこなっている。また、外部から
の依頼を受けた写真撮影等もおこなっている。さらに
近年では、各地の地方公共団体での埋蔵文化財写真の
研修会等に講師として出席している。

文化遺産部の研究活動

文化遺産部は、歴史研究室、建造物研究室、景観研
究室、遺跡整備研究室を置き、それぞれが、「書跡資
料・歴史資料」、「歴史的建造物・伝統的建造物群」、
「文化的景観」、「遺跡・庭園」について、専門的かつ
総合的な調査研究をおこなっている。各研究室におけ
る調査研究の成果は、文化財の指定・登録・選定やそ
の後の保存と活用に関する方策等、国の文化財保護行
政にも大きく資するものとなっている。

●歴史研究室の調査と研究
歴史研究室では、日本を代表し、世界文化遺産に登
録されるような古寺社が所蔵する書跡資料・歴史資料
について、奈良を中心として、継続的な調査研究をお
こなっている。また、古都の旧家等に伝来した歴史資
料についても調査研究をしている。
2015年度は、興福寺・仁和寺・薬師寺・唐招提寺・
東大寺や、奈良の旧家等が所蔵する歴史資料・書跡資
料調査をおこなった。
興福寺の調査においては、『興福寺典籍文書目録』
の続編を公表するための調査を続け、二条家記録第
11函～第17函・井坊家記録の調書を作成した。また
第109函等の写真撮影を実施した。
仁和寺の調査では、『仁和寺史料　目録編〔稿〕』の
続編を公表するための調査として、御経蔵聖教第64
函～第74函の調書原本校正・写真撮影を実施した。
薬師寺調査では、第６函～第８函の調書原本校正
と、第25函の写真撮影を実施した。また、東京大学
史料編纂所の公開研究会「薬師寺中世史料の研究」に
おいて、「『黒草紙』からみた古代中世の薬師寺」と題
する報告をおこなった。
唐招提寺の調査においては、宝蔵・新宝蔵に所在す
る資料の確認調査・整理作業と、宝蔵第２函～第３函
の写真撮影をおこなった。
東大寺所蔵の歴史資料の調査を、科学研究費補助金
も充当して実施し、新修東大寺文書聖教第80函～第
85函の調査データ入力、第56函の写真撮影等をおこ
なった。また、その中に見いだした興福寺僧の明治維
新期の日記の調査成果により、興福寺における神仏分
離の様相について、雑誌『月刊住職』第498号に「廃
仏毀釈　発見された奈良・興福寺僧の日記」として論
稿を公表した。
上記の興福寺僧関係資料については、現在もご子孫
の元にある個人所蔵資料について、科学研究費補助金
も充当して、調査を開始した。また、内山永久寺関係
の、個人所蔵の資料について調査を実施した。
愛媛県横峰寺が所蔵する資料について、原本調査の
成果を『奈良文化財研究所紀要2015』に、「石鎚山の
縁起からみた蔵王権現信仰」として公表した。奈良の
大峯山の信仰が、四国の石鎚山や鳥取県の三徳山に伝
播した状況がうかがえた。また三仏寺所蔵の歴史資料
の調査を実施し、第５函～第６函、経典等の調書を作
成し、歴史資料の写真撮影を実施した。
そのほか、調査協力の依頼を受けて、石山寺調査、
文化庁依頼の仁和寺聖教調査等に協力した。
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●建造物研究室の調査と研究
建造物研究室では、歴史的建造物、伝統的建造物群
および近代和風建築等に関する調査研究をおこなうこ
とにより、わが国の文化財建造物の保存・修復・活用
に資する基礎データの蓄積を継続的におこなってい
る。また、古代建築の今後の保存と復原に資するた
め、古代建築の構造・技法について再検証するための
調査研究を、現存建築のみならず、修理等の際に保存
された古材、発掘遺構・遺物等を研究対象として進め
ている。以下2015年度におこなった主な調査研究内
容を紹介する。
古代建築に関する調査研究では、法隆寺所蔵の古材
調査を進めた。法隆寺が奈良県文化財保存事務所に委
託した、昭和修理に際し、再用不能と判断され、法隆
寺に別途保管されている部材の整理および収納に際
し、当研究所が部材の実測、写真撮影等をおこない、
図化をおこなった。引き続き2016年度も調査をおこ
なう予定である。
受託調査として、秋田県横手市増田伝統的建造物群
保存地区に所在する町家の詳細調査、山梨県富士吉田
市に所在する北口本宮冨士浅間神社の社殿詳細調査、
鳥取県若桜町若桜地区の伝統的建造物群保存対策調査
をおこなった。
前年度からおこなっている横手市増田の町家調査
は、保存地区の中心部にある松浦千代松家、佐藤又六
家という、文化財的な価値が高いと目されていた２件
の町家について、建築年代や建築後の変遷を調査して
あきらかにし、報告書を刊行した。
北口本宮冨士浅間神社の社殿調査は2015年度単年
度の事業である。本殿３棟がすでに重要文化財に指定
されているが、宝永の富士山噴火後の18世紀中頃に
建築された拝殿、随神門をはじめとする富士講信者の
寄進による社殿13棟は県指定または市指定の有形文
化財である。これらの社殿を近世社寺建築としての評
価軸から詳細調査をおこない報告書を刊行した。
鳥取県若桜町の伝統的建造物群保存対策調査は
2015年度から２カ年計画でおこなう調査の初年度で、
伝統的建造物の所在を確認する１次調査、各伝統的建
造物のやや詳細な調査をおこなう２次調査、水路や樹
木等の環境物件、工作物調査等をおこなった。2016
年度に調査を完了し報告書を刊行する予定である。
調査研究の一環として、当研究所保管資料のうち、
建造物乾板写真の画像デジタル化を継続しておこなっ
ている。
このほか、各地で実施されている文化財建造物保存
修理事業・史跡整備事業にともなう建造物復原等につ

いて援助・助言をおこなっている。

●景観研究室の調査と研究
景観研究室では、「文化的景観」を主な対象として、

その概念および保存・活用のための基礎的・応用的な
調査研究に取り組んでいる。特に2011年度からは諸外
国との比較検討を視野に入れながら、文化的景観保護
に係る基礎的情報の収集・整理・検討・公開を進めて
きた。また、文化的景観の具体的事例に関する取組と
しては、地方公共団体からの受託研究等を通じて、保
護措置の諸問題について継続的に検討を重ねている。
2012年度後半からは、従前の取組成果をふまえつ
つ、文化的景観の定着と保存・活用の促進等をはかる
ため、外部の専門家・実務者を含む『「文化的景観学」
検討会』を編成し、広い視野から文化的景観の概念・
調査・表現方法・計画・技術・制度等の体系化に向け
た検討を深めてきた。2015年度は６回の検討会を開
催し、これまでの成果をまとめ、『地域のみかた ―文
化的景観学のすすめ―』として出版した。
文化的景観研究集会（第７回）を「営みの基盤 ―
生態学からの文化的景観再考―」をテーマとして11
月28～29日に開催した。参加者は約90名であった。
基礎的情報の収集等については、2010年４月から
2015年10月に選定されたすべての重要文化的景観に
ついて、各選定事例の保存計画等の収集・整理および
分析をおこなった。その成果を文化的景観資料集成と
してまとめ、『文化的景観保存計画の概要（Ⅱ）』（2010
～2012年の選定を収録）『同（Ⅲ）』（2013～2015年
の選定を収録）を出版した。その一部は当研究所のウ
エブサイトにも公開した。また、諸外国との比較検討
の観点から、世界遺産に登録された文化的景観の基礎
的情報を収集し、同書に収録した。
個別の文化的景観の調査・計画等に関しては、京都
市の文化的景観について、京都市から受託して市域の
調査等をおこない、「京都岡崎の文化的景観」の重要
文化的景観選定記念事業の協力等をおこなった。ま
た、重要文化的景観「宇治の文化的景観」（宇治市）、
同「四万十川流域の文化的景観」（四万十市）の整備
計画策定のほか、「阿蘇の文化的景観」（熊本県）、「宇
治茶生産の文化的景観」（京都府南部）の調査等に協
力した。

●遺跡整備研究室の調査と研究
遺跡整備研究室では、遺跡等の整備と庭園について
調査研究をおこなっている。
遺跡等の整備については国際的な動向も視野に入れ
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ながら、主として国内に所在する遺跡等の保存・活用
およびそのための整備事業について、理念や計画、設
計、技術に関する調査をおこなっている。
2015年度は、前年度おこなった遺跡整備の研究集
会の報告書を刊行し、「デジタルコンテンツを用いた
遺跡の活用」をテーマとして遺跡整備活用研究集会を
開催した。近年、文化庁の補助金等も利用してタブ
レット端末やスマートフォン用の、遺跡を活用するた
めのアプリケーションの開発が多くなってきている。
研究集会の前に都道府県を通じて全国の自治体にアン
ケート調査をおこない、全国の遺跡等でのアプリケー
ションの導入状況を把握した。研究集会では平城宮跡
第二次大極殿跡等でアプリのデモンストレーションを
おこなった上で、各報告と討議により、日進月歩の技
術革新の中、デジタルコンテンツを用いた遺跡のプレ
ゼンテーション技術について現状と課題を共有するこ
とができた。
遺跡整備事例研究会として中国の唐長安城大明宮
跡、隋唐洛陽城跡の発掘調査と整備の担当者を招聘
し、2010年から始まった国家考古遺跡公園の事例を
報告していただいた。国家考古遺跡公園は都市公園
の種類ではなく、国家文物局が認定する称号であり、
大々的な整備を各地でおこなっている。また、福岡県
の史跡整備担当者を招き、県内の最新事例に関する情
報収集をおこなった。
キトラ古墳の整備工事の中で墳丘の形状や背面カッ
トの表現等の指導と、乾拓板の活用方法の提案等、実
践的な整備と活用に関する研究をおこなった。
庭園に関しては2011年度から中世庭園の研究会を
開催してきたが、４か年分の成果を研究論集『中世庭
園の研究』として刊行した。また、奈良市教育委員会
と進めている「奈良市における庭園の悉皆的調査」に
ついては町屋の庭や東大寺の塔頭の庭等の現地調査を
おこなった。
その他、コロンビア大学との研究交流事業では、こ
れまでの米国での発表内容を論文集として刊行した。

埋蔵文化財センターの研究活動

埋蔵文化財センターの４つの研究室は、それぞれの
事業計画にしたがって埋蔵文化財に関する調査・研究
を実施するとともに、国や地方公共団体の要請に基づ
き専門的な助言や協力をおこなっている。2015年度
の各研究室の活動内容は、以下のとおりである。

●保存修復科学研究室の調査と研究
文化財に関する基礎的・体系的な調査・研究および
調査手法の研究・開発を推進するため、１）出土遺物
等の材質構造調査、埋蔵環境調査および保存処理法
の開発研究、２）遺構の安定化法に関する基礎研究、
３）文化財の非破壊材質構造調査法としてのミリ波お
よびテラヘルツ波の応用研究を実施している。
１）では①標準試料ならびに顔料、ガラス製品、石
製品、紙資料のラマンスペクトルの取得、②出土モザ
イク玉のＸ線CT法による製作技法の解明、③青森県
御所野遺跡出土遺物付着黒色物質（アスファルト）の
同定、④古墳石室内埋蔵環境の金属製品の腐食に与え
る影響の解明に取り組んだ。また「出土木製遺物の保
存に関する最近の動向」をテーマとした研究集会を開
催した。２）では①露出展示遺構の保存のための土中
と覆屋内空気における熱、水分および酸素、溶質の移
動を考慮した同時移動解析、②装飾古墳石室内温熱環
境に及ぼす封土の状態および墳丘表面の被覆状況の影
響の検討、③熱水分移動解析による磨崖仏の内部およ
び露頭における塩析出の要因の検討、をおこなった。
３）では、新規導入したテラヘルツ波イメージング装
置による試験測定と文化財資料の測定、ならびに標準
資料のテラヘルツ標準スペクトルの収集をおこなった。
受託事業として、喜界町出土金属製遺物の保存処理

（喜界町）、群馬県金井東裏遺跡出土ガラス製遺物の材
質・構造調査（群馬県）、国史跡田熊石畑遺跡墓域整
備にともなう埋蔵環境下での金属製遺物の腐食に関す
る研究（宗像市）、国宝薬師寺東塔顔料等分析調査業
務（奈良県）、国史跡ガランドヤ古墳における運用手
法の検討および墳丘復元法検討業務（日田市）、神明
遺跡出土銅鐸に関する保存科学的研究（岡山県）、愛
知県美術館所蔵作品のテラヘルツイメージングによる
診断調査（愛知県美術館）、平城宮跡遺構展示館の保
存活用に関する調査研究事業（文化庁）、ベトナム・
出土木製品保存に関する拠点交流事業（文化庁）の９
件を実施した。連携研究として、クスノキ製臼保存処
理に関する保存科学的研究（大分市）、松平忠雄墓出
土品の保存処理に関する保存科学的研究（幸田町）の
２件を実施した。
国宝高松塚古墳壁画恒久保存対策に関する研究等業
務（文化庁）ならびに特別史跡キトラ古墳保存・活用
等調査業務（文化庁）において、壁画の劣化原因究明
および修理のための材料調査、高松塚古墳石室石材の
安定化対策をおこなった。

34

1 調査と研究



●環境考古学研究室の調査と研究
環境考古学研究室では、動物考古学を中心とした環
境考古学の調査研究を実施し、国内外の発掘調査や整
理、報告書作成の協力および助言をおこなっている。
2015年度も東日本大震災の復興事業にともなう発
掘調査や整理作業に対する支援を継続的におこなっ
た。波怒棄館遺跡（宮城県）では、昨年度に引き続き
分析を進め、縄文時代前～中期における約15,000点の
動物遺存体を同定した。出土した動物遺存体は、ほと
んどが貝類と魚類で、とくに哺乳類が非常に少ないこ
とが特徴といえる。貝類はイガイ、ムラサキインコ、
スガイといった岩礁域に生息するものを中心として、
砂泥底に生息するアサリ等が混じる組成であった。魚
類はマグロ属、カツオといった回遊魚と沿岸に生息す
るマダイやアイナメ属等が非常に多く含まれていた。
石器や骨角器が嵌入したマグロ属の椎骨が出土してお
り、刺突を受けたような痕跡が残された椎骨も見つ
かっている。マグロ属の獲得や利用の実態があきらか
になる貴重な資料といえる。
復興関連以外では、金井東裏遺跡（群馬県）、保美
貝塚（愛知県）、藤原宮跡、興福寺（以上、奈良県）、
東名遺跡（佐賀県）等の遺跡から出土した動物遺存体
や骨角製品を分析して、発掘調査報告書を執筆した。
また、藤原宮跡大極殿院、平城宮跡東院地区、平城京
跡右京一条二坊四坪、西大寺旧境内で、古環境復原の
調査をおこなった。
研究成果の発信として、日本動物考古学会、日本人
類学会、生き物文化誌学会等の学会で研究発表をおこ
なった。社会還元や普及事業では、復興調査支援の一
環として、有機質遺物の現場マニュアル『現場のため
の環境考古学（携帯版）』を作成し、岩手県、宮城県、
福島県に配布した。また『北米北西海岸の低湿地遺跡
からみた植物利用・景観復元・海水準変動』と題し
て、海外研究者を招いた講演会を開催した。
現生標本の収集と公開では、ウシサワラといった貴
重な標本を作製するとともに、貝類目録を作成して刊
行した。遺跡から出土することの多い哺乳類（ヒト、
イヌ、イノシシ、ニホンジカ、ウシ、ウマ）の主要骨
格部位について、三次元計測による立体的な骨格図譜
を奈良文化財研究所のウェブページで公開した。

●年代学研究室の調査と研究
年代学研究室では、考古学・建築史学・美術史学・
歴史学等、文化財に関わる諸分野に資するべく、木製
文化財の年輪年代学に関する調査・研究をおこなって
いる。対象は、出土遺物、建造物、美術工芸品等多岐

にわたり、これらの年輪年代調査を実施するととも
に、調査手法の研究開発にも取り組んでいる。当研究
所で開発したマイクロフォーカスＸ線CTやデジタル
画像による調査手法は、非破壊を原則とする文化財調
査に有効であるため、調査対象の拡大と活用を図って
いる。また、標準年輪曲線の拡充による木製文化財の
産地推定等、年輪年代学に関する基礎研究のほか、年
輪年代調査への適用の可否を判断するため樹種同定調
査もおこなっている。
このうち建造物の調査では、宝城坊（神奈川県伊勢
原市）の厨子（重文）の年輪年代調査を2008年から
継続的に実施し、本堂（重文）の解体修理を記念して
厨子内に安置されていた薬師三尊像が2015年夏に神
奈川県立金沢文庫に特別出陳されたのを機に厨子内部
を詳細に調査する機会を得、一連の調査を完了した。
その結果、複数の壁板から辺材を十分に残すものが確
認され、それらの最新の年輪年代は1230年であった。
鎌倉時代前半のこの年代は、禅宗様の意匠を取り入れ
た厨子としては勿論のこと建築としても最古のもので
あり、禅宗様建築の成立を考究する上で貴重な建築で
あることを実証した。
このほかに2015年度は、年輪年代学用木材標本の整
理を重点的におこない、現生木材標本についてリスト
を公表した。年輪年代学では、年輪が形成された年代
を誤差なくあきらかにすることができるが、そのため
には年輪の形成された年が明確な現生木から遡った年
輪変動のデータを蓄積する必要がある。そのため研究
室では、文化財ではなく自然史標本の範疇に入るとも
言える年輪年代学用の各種木材標本を多数、収集して
きた。この標本群は、我が国において年輪年代学の応
用が成された根拠を示す証拠としての役割を担い、再
現性を保証する重要なものであると同時に、昨今の森
林事情を考えると現在では入手困難なものも多いため、
本標本群を収蔵し、リストを公開する意義は大きい。

●遺跡・調査技術研究室の調査と研究
遺跡・調査技術研究室は、2006年４月の機構改編
により、遺跡およびその調査法の研究と文化財の調査
技術の開発・応用を主要な業務とする研究室として再
出発した。過去に存在した集落遺跡研究、測量、発掘
技術、遺跡調査技術、遺物調査技術の各研究室の伝統
と蓄積を継承した研究の推進を目的としている。
2015年度は、遺跡およびその調査法業務では、古
代の寺院と官衙関連遺跡、井戸遺構資料の収集・整理
を継続し、遺跡の性格認定の指標や、発掘調査で抽
出すべき基本的属性についての研究をおこない、新た
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に8,000件以上のデータを入力・補訂した。収集・補
訂した寺院・官衙関係資料はデータベース化し、遺跡
の性格や所在地、文献目録、主な遺構と遺物、建物等
の詳細と、地図や遺跡全体図、建物図面等の画像につ
いて、新たに6,000件以上のデータを奈良文化財研究
所のホームページ上で追加公開している。また、都城
発掘調査部と共同で、古代官衙・集落研究会の報告書
『官衙・集落と土器１』（奈文研研究報告第15冊）と
第19回研究会資料集「宮都・官衙と土器」（官衙・集
落と土器２）を作成した。また、前年度に開始した、
科学技術・学術審議会の建議「災害の軽減に貢献する
ための地震火山観測研究計画」にもとづく、「考古資
料および文献資料から見た過去の地震・火山災害に関
する情報の収集とデータベース構築・公開」事業を継
続している。2015年度も発掘調査報告書および発掘
調査現場での災害痕跡情報の収集・整理・分析をおこ
ない、エクセル等へのデータ入力を実施、データは約
12,000件に達した。さらにGISデータベースの開発に
着手、データを一部ダウンロードし、パイロット版の
運用に向けた動作確認等をおこなった。
いっぽう、文化財の調査技術業務では、計測・測
量、探査の各分野を中心に活動をおこなった。計測・
測量分野では、三次元レーザースキャナーやSfM／
MVS、小型UAV等を用いた文化財計測手法・システ
ムについての研究をおこない、実用化に向けた開発
を進めた。SfM／MVSの利用については研究会を開
催し、66名の参加者を得た。また、各地の地方公共
団体や大学等と連携して、薬師寺東塔・東大寺・平
城京跡（以上、奈良県）、大坂城真田丸推定地（大阪
府）、金沢城（石川県）、船塚古墳（千葉県）等、現地
で遺構計測を実施するとともに、前年度までに収集し
た東日本大震災復興関連調査等のデータ解析・報告書
作成をおこなった。探査分野では、遺跡の状況に応じ
た柔軟な走査方法について検討し、また、アレイ式地
中レーダー機器の開発をおこない、平城宮跡や大坂城
等で試験的な探査を実施した。ほかに、発掘調査記録
の標準化と効率化のための色彩計測方法の検討をおこ
なった。

国際学術交流

奈良文化財研究所では、中国、韓国、カンボジアの
３ヵ国の研究機関と以下の項目に述べるような学術共
同研究を実施している。このほか、ベトナムやミャン
マーに対して技術移転・人材育成に関する事業をおこ

なういっぽう、奈文研以外の機関がおこなう支援協力
事業にも参加している。

●中国社会科学院考古研究所との共同調査
2015年度は昨年度に引き続き、北魏洛陽城宮城の
発掘調査の出土品の調査を実施した。６月に今井晃樹
（都城発掘調査部）、栗山雅夫（企画調整部）の２名を
洛陽に派遣し、出土遺物の整理、実測、写真撮影をお
こない、現地では遺物の分類の方法や遺物の時期、遺
構の変遷等を中国側の研究者と議論した。帰国後は、
調査資料の整理や分析等を継続しておこなっている。
12月には、渡辺晃宏都城発掘調査部副部長と今井
晃樹の２名が北京の社会科学院考古研究所に赴き、中
国側の白雲翔副所長、朱岩石漢唐研究室主任ととも
に、新たな共同研究についての現況と今後の具体的な
実施方法について協議した。新たな共同発掘について
は中国政府の許可がおりず、今後も中国の関係省庁と
協議しながら進めていくこととした。また、双方の研
究所間での学術交流を深めていくことを確認し、来年
度以降、どのような形で進めていくかについて検討し
ていく予定である。
2016年１月には来日中の銭国祥洛陽工作站長を招
へいし、2010年度の日中共同発掘終了後、この数年
の間に中国側が実施した北魏洛陽宮城太極殿等の発掘
調査成果について報告会を開催した。会には多くの所
員が参加し、成果報告について討論をおこなった。

●中国河南省文物考古研究院との共同研究
奈良文化財研究所と河南省文物考古研究院は、2015
年３月19日締結の「友好共同研究議定書」第４条と
「友好共同研究覚書」の関連規定にもとづき、鞏義市
黄冶・白河唐三彩窯跡の考古学的研究を実施してき
た。現在は両窯址出土品の整理、調査研究を共同で継
続して実施してきており、双方での報告書刊行にむけ
ての作業を進めている。
2015年度は共同研究第Ⅳ期５カ年計画の１年目に
あたり、2002年から2004年にかけて発掘調査した河
南省鞏義市・黄冶窯址出土資料の整理と、2005年か
ら2007年にかけての鞏義市・白河窯址出土資料の整
理作業を進めるとともに、黄冶窯址の報告書（中国語
版）の刊行にむけての作業をおこなった。あわせて、
同報告書の日本語版の刊行にむけての作業を並行して
おこない、河南省における唐三彩関連資料の調査も実
施した。2015年度における河南省との共同研究にか
かる相互の交流は、下記のとおりである。
2015年11月16日から11月20日まで、河南省文物
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考古研究院は５名の研究者（楊文勝・張慧明・趙志
文・李一丕・郭洋）を派遣し、奈文研を訪れ学術交
流をおこない、関連資料の見学をおこなった。また、
2015年11月30日から12月３日まで、奈文研は尾野善
裕、森川実、丹羽崇史（都城発掘調査部）の３名を河
南省に派遣し、報告書編集者との協議をおこなうなか
で、発掘調査報告書『鞏義黄冶窯』中国語版の刊行に
むけての進捗状況を確認し、相互の調整をはかるとと
もに、日本語版の刊行に関する打合せ等をおこなっ
た。このほか、河南省における唐三彩関連資料の調査
を実施した。

●中国遼寧省文物古研究所との共同研究
2015年度の遼寧省文物考古研究所との共同研究は、
５カ年計画で開始した「遼西地域の東晋十六国期都城
文化の研究」の５年目である。
研究交流活動として、11月24日から27日の４日間、
中国遼寧省文物考古研究所を訪問し、25日に同所に
おいて日中合同研究会を開催した。発表者は、奈良文
化財研究所の清野孝之・廣瀬覚・諫早直人・大谷育
恵、遼寧省文物考古研究所の李新全・万欣・万雄飛・
郭明・王宇・李霞、中国社会科学院考古研究所の王飛
峰の合わせて11名である。
清野孝之は「遼寧省北票市金嶺寺遺跡出土瓦の調
査」、廣瀬覚は「北票大板営子墓地の造営過程と親族
構造についての予察」、諫早直人は「三燕の金工品と
倭の金工品」、大谷育恵は「遼寧省で出土した貴石象
嵌指輪とその位置づけ」についてそれぞれ報告した。
中国側は、李新全の「三燕文化図案瓦当源流考」、万
欣の「遼寧北票市喇嘛洞墓地IM17鉄甲堆積室内整理
簡報」、万雄飛の「三燕竜城宮城南門遺址発掘主要収
穫」、郭明の「喇嘛洞墓地出土銅人面飾再考察」、王
宇・李霞の「大板営子墓地出土陶器相関問題研究」、
王飛峰の「三燕、高句麗蓮華文瓦当の出現と関係」で
ある。
研究会は李新全書記と李竜彬副所長が進行し、会の
最後に郭大順名誉所長から御講評をいただいた。その
中で、日本側の詳細な観察にもとづく研究報告が高く
評価され、今後もこのような合同研究を開催し、日中
の学術交流をはかるべきであるとのお考えが示され
た。
翌26日は、呉炎亮所長・李新全書記・李竜彬副所
長・李霞副主任と、この５か年間の共同研究の成果と
して、日中合同研究会の発表にもとづいた報告書を刊
行するための協議を実施、日本語版・中国語版それぞ
れを分担して編集・出版することで合意した。

このほかに、年度末の３月21日～25日には遼寧省
文物考古研究所員４名を招聘し、学術交流を深めた。

●韓国国立文化財研究所との共同研究
当研究所と大韓民国国立文化財研究所とは2005年
12月に研究交流協約書を締結し、共同研究を実施し
てきた。2015年度はその第３期の最終年度となる５
年目にあたり、協約にもとづき「日韓古代文化の形成
と発展過程に関する共同研究」および相互派遣による
発掘調査交流を実施した。
共同研究については、日韓双方の協議を経て設定し
た課題にもとづき実施した研究の成果として、日韓合
わせて17名の研究者が14本の論考を執筆し、『日韓文
化財論集Ⅲ』として刊行した。
発掘調査交流では当研究所より国立慶州文化財研究
所へ研究員１名を派遣し、新羅王京遺跡等において共
同発掘調査を実施した。派遣期間は約２ヶ月であっ
た。また当研究所において国立慶州文化財研究所から
研究員１名を受け入れ、都城発掘調査部（飛鳥・藤原
地区、平城地区）において共同調査を実施した。受け
入れ期間は約２ヵ月であった。期間中には、相互の派
遣・受け入れ先において研究報告会をおこなった。

●西アジア諸国等の文化財修復保存協力事業
2003年度からアフガニスタン、イラクおよび周辺
諸国の文化遺産保存修復に関わる事業として東京文化
財研究所と共同で実施してきているが、近年は中央
アジア諸国の調査への協力が中心となってきている。
2015年度は、６月13・14日に名古屋大学で開催され
た日本西アジア考古学会に出席、７月22日に東文研
で開催されたバーミヤーン大仏再建に関する研究会に
出席した。シルクロード関連遺産として世界遺産に登
録されているキルギスのアク・ベシム遺跡で、東文研
がおこなった発掘調査に研究員１名が10月25日から
31日の間参加した。今後ともシルクロード全般に関
する資料収集を続けていく必要がある。

●ベトナム・出土木製品保存に関する拠点交流事業
本事業は、ベトナム林業大学および京都大学生存圏
研究所と共同で、広く東南アジア地域を対象に、出土
木製品の保存処理に関する技術移転をおこない、出土
木製遺物の調査および保存に関する東南アジア地域
の人材育成に資することを目的とする。2015年度は、
１）東南アジア地域における出土木製品調査、２）ベ
トナム出土木製遺物の保存処理に係る実験、３）出土
木材保存に関する国際ワークショップの3つの項目を
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実施した。１）では、ベトナム林業大学のスタッフと
ともにカンボジアとラオスにおいて出土木製品の調査
をおこなうとともに出土木製遺物の保存に関する研究
会をおこなった。２）では、京都大学生存圏研究所に
おいて、ベトナムからの留学生を受け入れ、保存処理
に資するためのベトナム産現生木材およびタンロン遺
跡等から出土した木製遺物の構造的、化学的および物
理的性質を調査研究した。３）では、京都大学生存圏
研究所木質ホールにおいて、ベトナム、タイ、カンボ
ジア、ラオスおよびインドネシアより出土木製遺物に
関する専門家を招へいし、国際ワークショップを開催
した。拠点交流事業の最終年度にあたり、ベトナム林
業大学に出土木製品の保存に関する研究拠点ならびに
東南アジア各国の専門家とのネットワークを形成する
ことができた。

●カンボジアにおける共同研究
カンボジアとの共同研究では、2002年から対象遺
跡をアンコールトム内の西トップ遺跡に定め調査研究
をおこなってきた。その後、遺跡の状態が不安定に
なってきたため、2013年からは調査修復活動をおこ
なってきた。2013年にまず南祠堂の解体修復から着
手し、2015年度には再構築に入った。再構築は順調
に推移し、当該年度12月には南祠堂再構築を終了し
た。その後、すぐに北祠堂の解体にはいり、現在、上
成基壇の解体が終了した。今後、下成基壇の発掘調査
をおこない、さらに解体を進め、2016年度内に再構
築を終了する予定である。

●�ミャンマー考古・国立博物館局との技術移転・人材
育成事業
2015年度は、前年度に引き続き東京文化財研究所
が受託した拠点交流事業の内、考古分野に関して再委
託を受けた。11月18日から26日に研究員3名を派遣
し、ピィの考古学フィールドスクールおよびシュリク
シェトラ遺跡において遺跡整備に関するワークショッ
プを開催した。受講者はスクールの講師を中心に計
12名である。遺跡のゾーニング案を研修生が地図の
上に示す実習は理解を深めるのに有効であった。ま
た、2月16日から21日に2名を招へいし、奈良文化財
研究所において遺跡整備に関して講義をおこなうとと
もに、整備現場として平城宮跡、難波宮跡、三内丸山
遺跡等を見学した。

●コロンビア大学との研究交流
アメリカ合衆国ニューヨーク市所在のコロンビア大

学中世日本研究所および建築・計画・保存大学院と交
わした研究協力および交流に関する覚書にもとづき、
2011年４月１日から５年間にわたり、研究者の交流
等をおこなった。最終年度となる2015年度は、2011
～2014年にコロンビア大学においておこなった９本
の研究発表を英文の論文集にまとめ、『Lectures from 
the International Research Exchange between Nara 
National Research Institute for Cultural Properties 
and Columbia University, 2011－2015（奈良文化財
研究所とコロンビア大学との研究交流事業における研
究発表論文集）』として刊行した。
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海外からの主要訪問者一覧

●スイス／ベルン州・首相 バーバラ・エッ
ガー＝イエンツァー 他4名／ ’15.4.17／遺
構展示館、第一次大極殿見学
●韓国／文化財庁企画調整官・局長 朴英
根 他3名／ ’15.5.20／文化遺産管理体系等
実態調査
●ミャンマー／ホテル観光省
観光促進・国際交流部長 Khin Than Win 
他９名／ ’15.9.30／ JICA研修の一貫とし
て、平城宮跡の維持保存について視察
●韓国／ソウル市文化本部長 イ・チャン
ハク 他２名／ ’15.9.24／風納土城との関連
で、藤原宮跡・平城宮跡の保存・復元方法
について視察
●ドイツ／Universität Stuttgarter・教授  
計２名／ ’15.10.2／平城宮跡資料館・木簡
の整理状況・平城宮跡等の見学
●韓国／大韓民国文化財庁・書記官 キム・
ジュンスン 他３名
（新羅王京事業団）／ ’15.10.13～10.14／平
城京の発掘・整備・復元・管理・活用、藤
原京の発掘調査状況、整備復元事例につい
て視察
●韓国／国立扶余文化財研究所・所長 ヘ 
ビョンソン 他２名／ ’15.10.26～10.29／百
済宮城および付属施設比較研究のための現
地調査
●エル・サルバドル／観光局レクレーショ
ンセンター ラヌルフォ アントニオ エスコ
バール マカル 他２名／ ’15.10.27／金沢大
学実施JICA課題別研修「中米地域資源と
してのマヤ文明遺跡の保存と活用」
●グアテマラ／観光局文化遺産観光部門 
エルバ アレハンドリーナ シルバ メネンデ
ス 他３名／ ’15.10.27／金沢大学実施JICA
課題別研修「中米地域資源としてのマヤ文
明遺跡の保存と活用」
●ホンジュラス／観光局環境の持続可能性
部門 タニヤ デルカルメン アマヤ カスト
ロ 他２名／ ’15.10.27／金沢大学実施JICA
課題別研修「中米地域資源としてのマヤ文
明遺跡の保存と活用」
●モルディブ／ロアマリゾートモルディブ
アットマーミギリ
ロアマ博物館・学芸員 バデーウ　ウメア　
モハメド 他１名／ ’15.11.16，26，27／「博
物館等における文化財の管理と展示活用」
研修：文化財登録管理の実務
●ネパール／文化観光省考古局
ネパール国立博物館・職員 プラダン　ミ
ミ 他１名／ ’15.11.16，26，27／「博物館
等における文化財の管理と展示活用」研
修：文化財登録管理の実務

●スリランカ／国家遺産省考古局
博物館課・考古研究補佐員 ウェラスリ
ヤ　ウパル　スランガ　ペレラ 他１名
／ ’15.11.16，26，27／「博物館等における
文化財の管理と展示活用」研修：文化財登
録管理の実務
●フランス／フランス極東学院・教授 
Bruno Bruguier ／ ’16.2.21～2.27／情報共
有研究会で発表
●台湾／文化省政務次官 陳永豊 他５名
／ ’16.3.4／研究所施設および平城宮跡等の
見学、文化財保存について視察

海外からの招へい者一覧

●張恩惠（国立慶州文化財研究所・學藝研
究士）／韓国／ ’15.8.3～10.2
●黄建秋（南京大学・教授）／中国
／ ’15.9.24～9.28
●馬照武（儀征博物館・副館長）／中国
／ ’15.9.24～9.28
●張兆維（揚州市文物考古研究所・副所
長）／中国／ ’15.9.24～9.28
●楊文勝（河南省文物考古研究院・副院
長）／中国／ ’15.11.16～11.20
●趙志文（河南省文物考古研究院・研究
員）／中国／ ’15.11.16～11.20
●李一丕（河南省文物考古研究院・館員）
／中国／ ’15.11.16～11.20
●郭洋（河南省文物考古研究院・副科長）
／中国／ ’15.11.16～11.20
●張慧明（河南省文物局・処長）／中国
／ ’15.11.16～11.20
●Erbprem Vatcharangkul（Director 
Underwater Archaeology Division Fine 
Arts Department, Ministry of Culture）
／タイ／ ’16.1.19～1.23
●Le Xuan Phuong（ベトナム林業大学・
准教授）／ベトナム／ ’16.1.20～1.23
● Do Thi  Ngoc B ich（Member o f 
Gorestry Association of VFU）／ベトナ
ム／ ’16.1.20～1.23
● N a h a r  C a h a y a n d a r u  S u y a d i
（Senior Conservator BOROBUDUR 
CONSERVATION OFFICE）／インドネ
シア／ ’16.1.20～1.23
● Sr i  Nug r o h o  Ma r s o em（Head , 
Laboratory of  Wood Chemistry & 
Fiber Faculty of Forestry Gadjah Mada 
University）／インドネシア／ ’16.1.20～1.23
●ThongLith LuangKhoth（Director 
Division of Archaeology,でDepartment of 
Heritage Ministry Information, Culture, 
and Tourism）／ラオス／ ’16.1.20～1.23
● Ros Borath（President ,  National 

Committee for World Herotage Deputy 
Director General ,  Monuments and 
Archaeology）／カンボジア／ ’16.1.20～1.23
● Aung Winn（Assistant Director 
Ministerʼs Office Ministry of Culture）／
ミャンマー／ ’16.2.14～2.22
●Zar Zar Linn（Senior Assistant Engineer 
Grade-2 Department of Archaeology and 
National Museum Ministry of Culture）／
ミャンマー／ ’16.2.14～2.22
●李占楊（河南省文物考古研究院・主任研
究員）／中国／ ’16.2.29～3.4
●裴韜（河南省文物考古研究院・館員）／
中国／ ’16.2.29～3.4
●毛徳新（許昌市文化広電新聞出版局・副
調研員）／中国／ ’16.2.29～3.4
●胡柏（遼寧省文物考古研究所・研究員）
／中国／ ’16.3.21～3.25
●斉軍（遼寧省文物考古研究所・館員）／
中国／ ’16.3.21～3.25
●王宇（遼寧省文物考古研究所・館員）／
中国／ ’16.3.21～3.25
●辛宏偉（遼寧省文物考古研究所・館員）
／中国／ ’16.3.21～3.25
●張璠（西安曲江大明宮遺址文物局・副局
長）／中国／ ’16.3.1～3.5
●龔国強（中国社会科学院考古研究所漢唐
研究室・副主任）／中国／ ’16.3.1～3.5
●趙暁軍（洛陽市文物考古研究院隋唐研究
室・主任）／中国／ ’16.3.1～3.5
●繆韵（洛陽市隋唐城遺址管理処・科長）
／中国／ ’16.3.1～3.5
●趙虎龍（洛陽龍門石窟国際旅行社）／中
国／ ’16.3.1～3.5
●Teav Sreyniet（王立芸術大学卒業生）
／カンボジア／ ’16.3.24～3.31
●Bun Sreivy（王立芸術大学卒業生）／
カンボジア／ ’16.3.24～3.31

奈文研研究者の海外渡航一覧

●田村　朋美：イタリア／ ’15.4.25～5.2
／国際会議（TECHNART 2015-Catania 
April 27・30，2015）に参加、研究発表を
おこなう／運営費交付金
●佐藤　由似：カンボジア・ミャンマー
／ ’15.4.25～5.22／アンコール文化遺産保
護に関する協力、ミャンマー遺物調査／運
営費交付金・科学研究費
●渡邉　晃宏：韓国／ ’15.4.26～4.28／韓
国木簡学会国際学術大会への参加／他機関
負担
●杉山　洋：カンボジア／ ’15.4.28～5.3／
カンボジアにおけるポストアンコール遺跡
の調査／科学研究費
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●金　宇大：韓国／ ’15.5.3～5.7／「金工
品の流通と製作技術伝播からみた古代東ア
ジアにおける地域間交流研究」に関わる資
料調査／科学研究費
●森本　晋：フランス／ ’15.5.11～5.16／
国際シポジウム「人類進化　遺伝子から文
化へ」出席／運営費交付金
●杉山　洋：カンボジア・ミャンマー
／ ’15.5.14～5.22／カンボジアにおけるポ
ストアンコール遺跡の調査／科学研究費
●加藤　真二：中国／ ’15.5.28～5.31／科
研調査のための事前調査・現地調整／科学
研究費
●佐藤　由似：カンボジア／ ’15.5.31～6.14
／アンコ－ル文化遺産保護に関する研究協
力／運営費交付金
●降幡　順子：ドイツ／ ’15.6.1～ 6.7／
UNESCO expert workshop conservation 
of mural paintings への参加・報告／先方
負担
●森本　晋：カンボジア／ ’15.6.2～6.8／
アンコール地域調査国際調整委員会技術委
員会出席／科学研究費
●杉山　洋：カンボジア／ ’15.6.2～6.9／
カンボジアにおける西トップ遺跡の調査と
修復／運営費交付金
●小野　健吉：イタリア・フィンランド
／ ’15.6.13～6.22／イタリアにおける歴史
的庭園等・フィンランドの世界遺産調査／
他機関負担
●石橋　茂登：中国／ ’15.6.14～6.19／高
松塚古墳壁画の保存・展示の在り方に関す
る調査／東文研
●降幡　順子：中国／ ’15.6.14～6.19／高
松塚古墳壁画の保存・展示の在り方に関す
る調査／東文研
●今井　晃樹：中国／ ’15.6.21～7.4／洛陽
出土資料の調査／運営費交付金
●栗山　雅夫：中国／ ’15.6.21～7.4／洛陽
出土資料の調査／運営費交付金
●佐藤　由似：ドイツ、イギリス、フラン
ス／ ’15.6.26～7.13／世界遺産委員会、ロ
ンドン大学初期上座部仏教シンポジウム発
表、ヨーロッパ東南アジア考古学会発表／
渡航費:運営費交付金・滞在費:運営費交付
金,科学研究費
●森本　晋：ドイツ・フランス／ ’15.6.27
～7.13／世界遺産委員会、東南アジア考古
学者ヨーロッパ会議出席／運営費交付金
●田村　朋美：フランス／ ’15.7.5～7.11／
国際会議（15th International Conference 
of the European Association of Southeast 
Asian Archaeologists（EurAEASAA15））
に参加、研究発表をおこなう／科学研究費
●杉山　洋：フランス／ ’15.7.5～7.13／ア
ンコール王朝末期の総合的歴史学の構築　

研究成果の発表／科学研究費
●加藤　真二：中国／ ’15.7.12～7.19／中
華人民共和国細石刃石器群の調査／科学研
究費
●諫早　直人：韓国／ ’15.7.19～7.22／飛
鳥寺塔心礎出土品および「古代東北アジア
における金工品の生産・流通構造に関する
考古学的研究」の類例調査／科学研究費
●杉山　洋：カンボジア／ ’15.7.21～7.24
／カンボジア・西トップ遺跡における調査
修復／運営費交付金
●森本　晋：タイ／ ’15.7.23～7.29／バー
ミヤーン関係会議・ミャンマー学会参加、
資料見学／科学研究費
●高妻　洋成：オーストリア／ ’15.7.29～
8.4／ウィーン世界博物館所蔵大名屋敷模
型の材料調査／科学研究費
●難波　洋三：アメリカ／ ’15.7.29～8.6／
アメリカ国立文化機関の文化財防災に関わ
る調査、情報収集／運営費交付金
●中島　志保：アメリカ／ ’15.7.29～8.6／
アメリカ国立文化機関の文化財防災に関わ
る調査、情報収集／運営費交付金
●佐藤　由似：カンボジア／ ’15.7.31～8.11
／アンコール文化遺産保護に関する研究協
力／運営費交付金
●杉山　洋：カンボジア／ ’15.8.1～8.7／
アンコール遺跡群を事例とした考古情報資
源共有化に関する研究／科学研究費
●馬場　基：中国／ ’15.8.11～8.15／科研
調査／他機関科学研究費
●小野　健吉：チェコ・オーストリア
／ ’15.8.16～8.24／「歴史と現状から見た
庭園の観光資源としての可能性に関する研
究－欧州との比較から」の庭園観光調査／
科学研究費
●佐藤　由似：カンボジア／ ’15.8.19～9.26
／アンコール文化遺産保護に関する研究協
力／運営費交付金
●森本　晋：台湾／ ’15.8.30～9.5／国際学
会CIPA2015（文化遺産記録国際委員会）
出席／科学研究費
● 金田　 明大：台 湾 ／ ’15.8.31～ 9.4 ／
CIPA2015発表・参加のため／運営費交付金
●渡邉　晃宏：中国／ ’15.8.31～9.5／中国
石刻資料調査／他機関科学研究費
●小田　裕樹：韓国／ ’15.9.3～9.9／「東
アジアにおける都城と葬地の政治的・社会
的関連に関する比較史的総合研究」の一環
として、百済地域の墳墓調査／科学研究費
●石田　由紀子：中国／ ’15.9.7～9.12／古
代の測量技術と尺度に関する資料調査／他
機関科学研究費
●今井　晃樹：中国／ ’15.9.7～9.12／古代
の測量技術と尺度に関する資料調査／他機
関科学研究費

●金田　明大：ポーランド／ ’15.9.14～9.21
／ ISAP2015発表・参加のため／科学研究
費
●杉山　洋：カンボジア／ ’15.9.18～9.26
／アンコール遺跡群における水利環境の復
元／科学研究費分担金
●諫早　直人：韓国／ ’15.9.20～9.24／「古
代東北アジアにおける金工品の生産・流通
構造に関する考古学的研究」の類例調査／
科学研究費
●森本　晋：カンボジア／ ’15.9.20～9.26
／アンコール地域における遺跡記録の調査
／科学研究費
●神野　恵：イギリス／ ’15.9.22～9.26／
SISJAC-SOAS Research Grant 2015-2016 
第１回ミーティング／先方負担
●玉田　芳英：英国／ ’15.9.22～9.29／京
都大学大学院講義のための資料調査研究／
他機関負担
●高妻　洋成：カンボジア、ラオス
／ ’15.9.23～9.30／文化庁受託拠点交流事
業ベトナム出土木製品保存事業国際研究会
参加／文化庁受託
●海野　聡：中国／ ’15.9.25～10.3／中国
国内における古建築調査および資料収集／
科学研究費
●森本　晋：マカオ／ ’15.9.26～ 9.30／
PNC（太平洋近隣有効協会）2015総会に
出席・研究発表／科学研究費
●川畑　純：韓国／ ’15.10.5～11.27／慶州
文化財研究所との発掘交流への参加／渡航
費：運営費交付金・滞在費：先方負担
●小野　健吉：アメリカ／ ’15.10.6～10.13
／コロンビア大学との研究交流打合せ、ア
メリカ独立前後の記念物調査／運営費交付
金
●杉山　洋：アメリカ／ ’15.10.6～10.13／
コロンビア大学との共同研究打ち合わせ／
運営費交付金
●佐藤　由似：アメリカ／ ’15.10.7～10.13
／コロンビア大学との共同研究打ち合わせ
／運営費交付金
●大谷　育恵：中国／ ’15.10.10～10.19／
サントリー文化財団（若手研究者のための
チャレンジ研究助成）「編年確立を目的と
する中央アジア諸国で出土した漢鏡の調
査」にともなう研究会参加／サントリー文
化財団研究費・滞在費一部先方負担
●金　宇大：韓国／ ’15.10.11～10.12／金
工品の流通と製作技術伝播からみた古代東
アジアにおける地域間交流研究／科学研究
費
●中島　義晴：中国／ ’15.10.13～10.17／
中国における遺跡整備に関する情報収集／
運営費交付金
●内田　和伸：中国／ ’15.10.13～10.19／
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中国における遺跡整備に関する情報収集／
運営費交付金
●杉山　洋：カンボジア／ ’15.10.20～
10.24／カンボジア・西トップ遺跡におけ
る調査修復／朝日助成金
●中村　一郎：ブータン王国／ ’15.10.21～
11.2／ ACCUユネスコ・アジア文化セン
ター主催　ワークショップ／他機関負担
●森本　晋：キルギス／ ’15.10.26～10.31
／アクベシム遺跡調査に参加／運営費交付
金
●箱崎　和久：中国／ ’15.10.26～11.2／中
国山西省南西部の古代建築調査／科学研究
費
●鈴木　智大：中国／ ’15.10.26～11.2／中
国山西省南西部の古代建築調査／科学研究
費
●海野　聡：中国／ ’15.10.26～11.2／中国
山西省南西部の古代建築調査／科学研究費
●村山　聡子：中国／ ’15.10.26～11.2／中
国山西省南西部の古代建築調査／科学研究
費
●降幡　順子：韓国／ ’15.10.30～11.2／韓
国国内出土鉛釉陶器の資料調査・情報収集
／科学研究費
●惠谷　浩子：中国／ ’15.11.1～11.4／日
中大学交流文化遺産国際会議への出席およ
び発表／先方負担
●影山　悦子：中国／ ’15.11.7～11.11／
「第３回アジア文化フォーラム」等への出
席／渡航費：文化庁・滞在費：中国文化部
●佐藤　由似：カンボジア／ ’15.11.9～
11.14／アンコール王朝末期総合的歴史学
の構築／科学研究費
●杉山　洋：カンボジア／ ’15.11.9～11.14
／カンボジアにおけるデータベース構築に
関する調査／科学研究費
●森本　晋：タイ／ ’15.11.12～11.15／国
際ワークショップ「文化研究への科学技術
の応用」に出席・発表／科学研究費分担金
●影山　悦子：ミャンマー／ ’15.11.18～
11.26／ミャンマー拠点交流事業遺跡整備
活用研修／文化庁受託
●森本　晋：ミャンマー／ ’15.11.18～
11.26／ミャンマー拠点交流事業遺跡整備
活用研修／文化庁受託
●小野　健吉：ミャンマー／ ’15.11.18～
11.26／ミャンマー拠点交流事業遺跡整備
活用研修講師／文化庁受託
●大河内　隆之：中国／ ’15.11.18～11.27
／年輪年代調査による資料収集作業とミニ
シンポジウム参加のため／科学研究費
●鈴木　智大：中国／ ’15.11.20～11.23／
東アジア前近代建築・都市史円卓会議にお
ける研究発表／科学研究費
●降幡　順子：イギリス／ ’15.11.20～

11.28／ SOASセミナー参加・研究発表、
博物館所蔵資料調査／先方負担・滞在費一
部科学研究費
●小池　伸彦：中国／ ’15.11.23～11.27／
遼寧省文物考古研究所との国際共同研究／
運営費交付金
●清野　孝之：中国／ ’15.11.24～11.27／
遼寧省文物考古研究所との国際共同研究／
運営費交付金
●廣瀬　覚：中国／ ’15.11.24～11.27／遼
寧省文物考古研究所との国際共同研究／運
営費交付金
●諫早　直人：中国／ ’15.11.24～11.27／
遼寧省文物考古研究所との国際共同研究／
運営費交付金
●大谷　育恵：中国／ ’15.11.24～11.27／
遼寧省文物考古研究所との国際共同研究／
運営費交付金
●高妻　洋成：オーストリア／ ’15.11.23～
11.27／ウィーン世界博物館所蔵大名屋敷
模型の材料調査／科学研究費
●加藤　真二：中国／ ’15.11.23～12.4／霊
井遺跡ならびに関連遺跡出土石器の調査／
科学研究費
●芝　康次郎：中国／ ’15.11.24～12.4／霊
井遺跡ならびに関連遺跡出土石器の調査／
科学研究費
●杉山　洋：カンボジア／ ’15.11.25～12.6
／カンボジアにおけるポストアンコール遺
跡の調査／運営費交付金
●佐藤　由似：カンボジア／ ’15.11.25～
12.10／アンコール文化遺産保護に関する
研究協力／運営費交付金
●丹羽　崇史：中国／ ’15.11.30～12.3／河
南省文物考古研究院との共同研究／渡航
費：運営費交付金・滞在費：先方負担
●森川　実：中国／ ’15.11.30～12.3／河南
省文物考古研究院との共同研究報告書出版
にともなう協議、資料調査／渡航費：運営
費交付金・滞在費：先方負担
●尾野　善裕：中国／ ’15.11.30～12.3／河
南省文物考古研究院との共同研究報告書出
版にともなう協議、資料調査／渡航費：運
営費交付金・滞在費：先方負担
●影山　悦子：カンボジア／ ’15.11.30～
12.4／ ICC-Angkor（アンコール遺跡の保
存と開発のための国際調整会議）／運営費
交付金
● 森 本　 晋： カ ン ボ ジ ア、 ラ オ ス
／ ’15.11.30～12.9／アンコール遺跡関連資
料調査／科学研究費
●内田　和伸：韓国／ ’15.12.1～12.4／「新
羅・月城と世界遺産の調査・研究」国際学
術大会／先方負担
●今井　晃樹：中国／ ’15.12.14～12.16／
中国社会科学院考古研究所との共同研究の

協議／運営費交付金
●渡邉　晃宏：中国／ ’15.12.14～12.16／
中国社会科学院考古研究所との共同研究の
協議／運営費交付金
●佐藤　由似：カンボジア／ ’15.12.15～
12.28／アンコール文化遺産保護に関する
研究協力／運営費交付金
●杉山　洋：カンボジア／ ’15.12.17～
12.26／西トップ遺跡の調査修復／朝日新
聞文化財団助成金
●田村　朋美：ロシア／ ’15.12.23～12.27
／ロシア・ウラジオストクおよび周辺地域
出土ガラス製遺物の調査／他機関負担
●松本　直也：カンボジア／ ’16.1.12～1.16
／西トップ遺跡整備事業の視察／運営費交
付金
●松本　正典：カンボジア／ ’16.1.12～1.16
／西トップ遺跡整備事業の視察／運営費交
付金
●佐藤　由似：カンボジア／ ’16.1.12～1.19
／カンボジア遠隔地拠点遺跡の調査研究／
科学研究費分担金
●杉山　洋：カンボジア／ ’16.1.12～1.19
／カンボジアにおける遠隔地遺跡調査研究
／科学研究費分担金
●諫早　直人：モンゴル／ ’16.1.17～1.23
／匈奴墓出土馬具の調査／高梨学術奨励基
金
●馬場　基：台湾／ ’16.1.18～1.20／漢簡
資料の調査および撮影／科学研究費
●中村　一郎：台湾／ ’16.1.18～1.20／漢
簡資料の調査および撮影／科学研究費
●森本　晋：韓国／ ’16.1.25～1.27／情報
基準資料の調査／運営費交付金
●尾野　善裕：イギリス／ ’16.1.25～1.30
／セインズベリー日本文化研究所主催セミ
ナーへの参加、および口頭発表／先方負担
●佐藤　由似：カンボジア、ミャンマー、
ラオス／ ’16.1.27～3.2／インドシナ半島東
西回廊の調査、西トップ遺跡北祠堂の調
査、アンコール文化遺産の調査／科学研究
費分担金・朝日文化財団・運営費交付金
●影山　悦子：ウズベキスタン／ ’16.1.31
～2.6／イスラム以前の遺物の調査／科学
研究費
●森本　晋：ミャンマー／ ’16.2.1～2.10／
コー・タ窯跡の調査による人材育成／受託　
拠点交流事業ミャンマー
●杉山　洋：ミャンマー、カンボジア
／ ’16.2.1～2.12／ミャンマー・カンボジア
に於ける東西回廊関係遺跡の調査／科学研
究費分担金
●田村　朋美：ミャンマー／ ’16.2.3～2.10
／ミャンマーにおける東西回廊関連遺跡の
現地調査／運営費交付金
●大谷　育恵：カザフスタン、キルギス
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タン／ ’16.2.6～2.15／サントリー文化財団
（若手研究者のためのチャレンジ研究助成）
「編年確立を目的とする中央アジア諸国で
出土した漢鏡の調査」にともなう調査／サ
ントリー文化財団研究費
●馬場　基：台湾／ ’16.2.16～2.18／中央
研究院歴史語言研究所との研究協力協約書
締結随行／科学研究費
●方　国花：台湾／ ’16.2.16～2.18／中央
研究院歴史語言研究所との研究協力協約書
締結随行／科学研究費
●松村　恵司：台湾／ ’16.2.16～2.18／中
央研究院歴史語言研究所との研究協力協約
書締結／渡航費：運営費交付金・滞在費：
先方負担
●渡邉　晃宏：台湾／ ’16.2.16～2.18／中
央研究院歴史語言研究所との研究協力協約
書締結随行／科学研究費
●諫早　直人：中国／ ’16.2.16～2.23／匈
奴墓出土馬具および関連資料の調査／高梨
学術奨励基金
●杉山　洋：カンボジア・ラオス／ ’16.2.23
～3.2／カンボジア・ラオスに於ける博物
館展示指導／運営費交付金
●諫早　直人：韓国／ ’16.2.24～2.27／国
立歴史民俗博物館共同研究第4回研究会へ
の参加および発表／先方負担
●小野　健吉：ポルトガル／ ’16.2.26～3.5
／ポルトガルの世界遺産調査／他機関負担
●石橋　茂登：韓国／ ’16.3.3～3.5／資料
調査／助成金
●大谷　育恵：ウズベキスタン／ ’16.3.4～
3.12／サントリー文化財団（若手研究者の
ためのチャレンジ研究助成）「編年確立を
目的とする中央アジア諸国で出土した漢鏡
の調査」にともなう調査／サントリー文化
財団研究費
●番　光：オランダ／ ’16.3.7～3.13／ライ
デン国立民俗博物館所蔵の日本大工道具の
調査／科学研究費
●海野　聡：イギリス・フランス／ ’16.3.8
～3.21／ヨーク大における建築史講演・討
議および英仏の歴史的建造物のエクスカー
ション・研究打ち合わせ／渡航費：先方負
担・滞在費：先方負担、科学研究費
●渡邉　晃宏：韓国／ ’16.3.10～3.13／日
韓木簡ワークショップ参加／先方負担
●加藤　真二：中国／ ’16.3.12～3.17／黒
龍江省における霊井関連遺跡出土石器の調
査／科学研究費
●杉山　洋：カンボジア／ ’16.3.13～3.17
／カンボジアにおける青銅製品の調査／他
機関負担
●諫早　直人：イギリス／ ’16.3.13～3.20
／「ゴーランド・コレクション総合研究の
新知見に基づく日本古墳時代像・研究史の

再構築」にかかる調査／科学研究費分担金
●佐藤　由似：カンボジア／ ’16.3.13～3.20
／アンコール文化遺産保護に関する研究協
力／運営費交付金
●石橋　茂登：中国／ ’16.3.15～3.18／古
墳壁画・天文関連資料調査／運営費交付金
●小沼　美結：中国／ ’16.3.15～3.18／古
墳壁画・天文関連資料調査／運営費交付金
●若杉　智宏：中国／ ’16.3.15～3.18／古
墳壁画・天文関連資料調査／運営費交付金
●森本　晋：ドイツ、フランス／ ’16.3.15～
3.20／情報基準資料の調査／運営費交付金
●小田　裕樹：中国／ ’16.3.15～3.25／「東
アジアにおける都城と葬地の政治的・社会
的関連に関する比較史的総合研究」の一環
として、河北省周辺地域の墳墓調査／科学
研究費分担金
●大谷　育恵：ロシア／ ’16.3.27～4.4／サ
ントリー文化財団（若手研究者のための
チャレンジ研究助成）「編年確立を目的と
する中央アジア諸国で出土した漢鏡の調
査」にともなう調査／サントリー文化財団
研究費
●金田　明大：ノルウェー／ ’16.3.29～4.4／
CAA2016発表・参加のため／科学研究費

公開講演会

特別講演会（東京会場）
2015年10月24日
◆西田　紀子「なぜ建築史の研究者が発掘
現場に？」
発掘調査といえば、現在では考古学のイ

メージが定着している。しかし、建築遺構
を発掘する技術を確立したのは建築史研究
者であった。この発表では、法隆寺東院や
藤原宮跡等の調査をとおして建築史研究者
によって建築史学と考古学が発展してきた
歴史、そして奈良文化財研究所の沿革と調
査体制を概説した。また発掘調査の成果を
反映させた、古代建築の復原研究と遺跡整
備の実例等も紹介。建築史研究者が考古学
の発掘調査現場に立つ理由と、建築史研究
者が発掘調査現場で果たす役割について考
察した。

◆西山　和宏「発掘遺構と古代建築をつなぐ」
発掘調査では、様々な建築遺構が検出さ

れる。遺構にともなって上部構造の部材等
が発見されることはきわめて稀であり、考
古学的な古代の建築遺構から上部構造を考
えるためには、古代建築の知識や特徴を
知っておくことが必要である。
そのため、まず発掘調査でみつかる建物

やそれに関連する遺構（掘立柱建物、礎石

建物、基壇等）について、つづいて30棟
余りが現存する古代建築に共通する特徴に
ついて紹介した。これらをふまえて、発掘
遺構から上部構造を復原するうえでの考え
方、前提等について説明をおこなった。

◆鈴木　智大「古代建築の復原のてがかり
―平城宮朱雀門と第一次大極殿―」
平城宮跡に復原された朱雀門と第一次大
極殿。奈良文化財研究所の建築史研究者
が、経験と知識を総動員して挑んだ研究プ
ロジェクトである。この２つの建物の復原
検討過程を振り返ることで、発掘遺構を最
大の根拠としながら、文献、絵画、現存建
築、出土遺物等、多岐におよぶ復原のてが
かりの一端を紹介した。そして復原にあた
る奈文研の建築史研究者が研究にこめる思
いを伝えた。

◆海野　聡「東西楼は入母屋か寄棟か ―
平城宮第一次大極殿院の復原にむけて―」
平城宮第一次大極殿院の東西楼は、礎石
と掘立柱を併用した特殊な遺構で、現存建
築に類をみないため、上部構造の復原は困
難を極め、既往案でも屋根の形が入母屋
造・切妻造と紆余曲折を経てきた。しかし
新たな発掘調査成果に加えて検討したとこ
ろ、遺構の特殊性・出土した巨大な柱根や
礎石等の発掘遺構や遺物から東西楼の屋根
の形状や構造が導かれた。その最新の復原
研究の成果を発表し、復原図面・模型を一
般の方々に紹介した。

◆箱崎　和久「山田寺倒壊回廊が語る古代
建築史」
倒壊した状態で発見された山田寺の回廊
の建築部材からは、現存する法隆寺西院の
回廊と比較できるほど詳細な建築技法や様
式を見いだすことができた。その結果、現
存建築の位置づけも再考に迫られた。新た
な現存古代建築の発見は望むべくもない
が、発掘調査によって新たに建築遺構が発
見され、現在の日本建築史の教科書が書き
かえられる可能性がある。また、現存建築
がごく限られている７世紀の建築の場合、
新たな発見が東アジアの建築史やその社会
背景にまでおよぶかもしれない。ここでは
山田寺倒壊回廊の発見を通して、波及する
建築史的問題点に言及し、古代建築史研究
のおもしろさについて紹介した。

◆番　光「出土部材をしらべ、まもり、つ
たえる」
出土部材は、一般にはあまりなじみのな
い考古遺物である。山田寺倒壊回廊のよう
な例はごく稀で、本来の建物とは別の用途
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に転用されて発見されることも多い。出土
部材は、現存建築の部材とはその物質的な
性格がまったく異なり、扱いは難しい。し
かし、出土部材がもつ建築的な情報は、現
存建築ではすでに失われ知りえないような
部分の建築技術や木材加工技術を知るうえ
で貴重である。その情報を読み解くには発
掘調査と建築史、両方の専門知識が必要で
あり、それゆえに研究の蓄積が十分とは言
い難く、今後の課題である。

第116回公開講演会
2015年６月20日
◆松村　恵司「押勝の金・銀・銅貨」
昭和12年（1937）西大寺畑山の造成現

場から金銭「開基勝寳」31枚と、「賈行」
の文字が残る大型銀銭の破片、金の延板等
が出土し、一大ニュースとなった。出土場
所の現況を紹介するとともに、平城京にお
ける位置や、遺跡の性格について考察を加
えた。記録にない「賈行」銀銭は、唐の大
型の当五十銭「乾元重寳」を模倣した当
五百銭の試鋳貨であり、銭文を「商賈行
寳」と推定。時の宰相恵美押勝が当十の
「萬年通寳」、当百の銀銭「大平元寳」、当
千の金銭「開基勝寳」とともに発行を計画
したものと推測した。こうした貨幣政策の
失敗が遠因となり、押勝は764年に反乱を
起こして失脚した。

◆田村　朋美「ガラスからみた東西交易：
日本出土のローマ・ガラスの起源」
近年、玉類を中心としたガラス製遺物に

ついて、製作技法と化学組成の両面から検
討する「考古科学的」な研究が進み、日本
列島では弥生時代以降、様々な起源をもつ
ガラス製遺物が流通していたことがあきら
かになってきた。さらに、最新の分析調査
で、地中海周辺地域で生産されたナトロン
ガラス（ローマ・ガラス）が日本列島に一
定量流入していたこともあきらかとなっ
た。今回の公開講演会では、日本列島に流
入したローマ・ガラスの特徴と時期変化、
そして日本列島への流入経路等についての
最新の研究成果について紹介した。

◆尾野　善裕「『日本後紀』を考古学で解
釈する～弘仁６年正月丁丑条を中心に～」
最新の土器編年研究をふまえ、尾張にお

ける緑釉陶器生産の開始が弘仁年間と考え
られることを説明し、過去様々に解釈され
てきた『日本後紀』弘仁６年正月丁丑条が、
尾張における緑釉陶器生産開始にまつわる
記事であることを論じた。あわせて、初期
の尾張産緑釉陶器が圧倒的に嵯峨天皇の身
辺で消費されていたと考えられることを指

摘し、陶工の末端技術官吏への登用記事で
もある弘仁６年正月丁丑条の中に、優れた
品質の緑釉陶器生産に成功した工人に対す
る国家権力による褒賞としての、恣意的な
人事処遇を読み取りうることを示した。

第117回公開講演会
2015年11月7日
◆小田　裕樹「古代の盤上ゲーム「樗蒲

（かりうち）」の復元」
平城京二条大路SD5100出土土師器杯の

内面には円形の列点記号が刻されている。
同様の記号は秋田城跡をはじめ古代の都
城・官衙関連遺跡を中心に分布している。
この記号は朝鮮半島のユンノリという盤

上ゲームの盤面に通底し、より古いタイプ
の記号と見ることができる。従来『万葉
集』の用字の検討から、奈良時代にユンノ
リに似た「樗蒲（かりうち）」という遊戯
が存在することが推定されていたが、本資
料はその盤面の可能性が考えられる。
また、ユンノリ盤面との比較や列点記号

の分析から、「樗蒲（かりうち）」はユンノ
リよりも複雑で戦略性が高いゲームである
こと、場の状況に応じて簡単にゲームがで
きる点が特徴であることを指摘した。

◆石田　由紀子「藤原宮から平城宮へ ―
宮の瓦づくりの移り変わり―」
古代において都城の造営には土地改良、

資材確保、運搬、建設等あらゆる面で莫大
な労力が必要とされ、瓦生産においても、
寺院の造営とは比較にならないほどの莫大
な量を短期間で生産する必要があった。大
量生産は藤原宮・平城宮造営において共通
する重要課題であり、粘土紐作り、一枚造
りといった新技術や、窯構造等、様々な面
から効率的な生産を追求するなかで新技術
が導入されていった様子を紹介した。ま
た、藤原宮の瓦窯は藤原宮造営の打切にと
もない、操業を終了したものの、瓦工人の
一部は平城宮の瓦窯に移り、平城宮の瓦生
産の礎になったことを同笵関係や製作技法
から指摘した。

◆諫早　直人「ウマ駆ける古代日本」
四周を海に囲まれていた日本列島にウマ

が本格的に普及するのは古墳時代のことで
ある。当然ながらウマが独力で海を渡った
わけではなく、そこにはヒトが介在してい
た。本発表では、ウマが登場する５世紀か
ら、定着する７世紀までの過程を、最新の
考古資料にもとづいて、当時の社会的背景
をふまえながらトレースした。５～７世紀
という時間幅の中でウマの導入・普及過程
を捉えなおすことで、かつては大陸からの

騎馬民族の侵入と関連付けて解釈されてき
たウマの出現が、日本列島に住んでいた
人々の意志によるものであることを浮き彫
りとした。

研究集会

◆文化的景観研究集会（第7回）
� 2015年11月28～29日
文化的景観研究集会（第７回）を、「営
みの基盤 ―生態学からの文化的景観再考
―」をテーマとして開催した（共催：京都
市文化市民局文化芸術都市推進室文化財保
護課）。
初日は当研究所平城宮跡資料館講堂に
て、基調講演・研究報告４本・ポスター
セッション（学術研究部門／地域計画部門
／地域活動部門）・パネルディスカッショ
ン「文化的景観における生きものの意味と
調査・計画」をおこなった。
２日目は、自然的基盤―都市文化―生態
系の関係をテーマとして、重要文化的景観
「京都岡崎の文化的景観」（京都市）のエク
スカーションをおこなった。
参加者は約90名であった。また、ポス
ターセッションには21件の発表があった。
� （恵谷 浩子）

◆古代官衙・集落研究会（第19回）
� 2015年12月11日～12日
2015年度は「宮都・官衙・集落と土器

（官衙・集落と土器２）」と題して研究集会
を開催した。
研究報告は、松本太郎「東国の官衙・集
落と土器様相」、長直信「豊前・豊後の官
衙・集落と土器様相」、春日真実「越後の
官衙・集落と土器様相」、村田晃一「陸奥
国北辺における城柵の造営と集落・土器」、
小田裕樹「飛鳥・藤原・平城地域とその周
辺の土器様相」、市川創「難波地域とその
周辺の土器様相」、筒井崇史「京都府南部
における土器様相」の計７本である。発表
終了後、江口桂氏、馬場基都城発掘調査部
主任研究員の司会による総合討議をおこな
い、都城・官衙・集落から出土する土器の
特徴と歴史的背景に関する活発な討議が交
わされた。
参加者は、地方公共団体・大学関係者等
計149名で、アンケートでは98％が有意義
であったとの回答が寄せられた。なお、今
回の研究集会の研究報告を2016年度に刊
行する予定である。
このほか、2014年度に実施した研究集
会の研究報告『官衙・集落と土器１』を
2015年12月に刊行した。� （小田 裕樹）
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◆遺跡整備・活用研究集会
� 2015年12月18日
2015年度は、「デジタルコンテンツを用
いた遺跡の活用」をテーマに、遺跡の活
用において近年導入が盛んになってきた
AR/VR技術を中心に、その技術開発の最
前線や全国各地での導入状況の把握、運用
実態と課題の共有を目的に開催した。
研究集会に先立ち、まず全国の導入
状況に関する事前アンケートを実施し
た。また研究集会当日は、基調講演「3D 
e-Heritageとクラウドミュージアム」お
よび４本の報告「遺跡におけるVR/AR技
術利用の現状」「アプリ開発・運用の実際」
「デジタルコンテンツを活用したガイドツ
アー」「Mixed Reality技術を用いた文化財
の復元」をいただき、これを受けて総合討
議をおこなった。併せて、平城宮跡第二次
大極殿跡現地等でＡＲ技術を用いたアプリ
のデモをおこなった。� （高橋 知奈津）

◆保存科学研究集会
� 2016年1月22日
出土木製遺物の保存と活用においては多
くの課題が山積している。出土木製遺物の
保存の現状と課題について、「出土木製遺
物の保存の現況と課題」をテーマに研究集
会を開催した。出土木製遺物の保存に関
する6件の研究発表の後、総合討議をおこ
なった。総合討議では、木製遺物の埋蔵環
境、発掘現場における取り扱い、保存処理
までの一時保管、保存処理法、収蔵と展示
の観点から活発な議論がなされ、現状と課
題について再確認するとともに共有できた
ことはきわめて意義深い。今後、さらなる
基礎研究の蓄積と応用研究の推進をはかる
ことにより、出土木製遺物をより良好な状
態で保存と活用を推進することができるも
のと期待できる。� （高妻 洋成）

◆古代瓦研究会（第16回）
� 2016年２月６日～７日
2016年２月６・７日に「８世紀の瓦づ
くりⅤ―東大寺式軒瓦の展開―」をテーマ
として、奈文研平城宮跡資料館講堂におい
てシンポジウムを開催した。参加者は地
方公共団体・大学・研究機関関係者等102
名（２日間のべ184名）である。６日は、
廣岡孝信氏（奈良県立橿原考古学研究所）
「東大寺の東大寺式軒瓦」、石田由紀子「平
城宮の東大寺式軒瓦」、清野陽一「頭塔の
東大寺式軒瓦」、今井晃樹「西大寺・西隆
寺・興福寺の東大寺式軒瓦」、原田憲二郎
氏（奈良市埋蔵文化財調査センター）「新
薬師寺・元興寺の東大寺式軒瓦」、翌７日
は、小谷徳彦氏（甲賀市教育委員会）「近

江地域の東大寺式軒瓦」、渡部明夫氏（四
国学院大学）「讃岐地域の東大寺式軒瓦」、
倉澤正幸氏（上田市立博物館）「信濃地域
の東大寺式軒瓦」の研究報告および資料観
察会をおこなった。７日午後には、林正憲
の司会により総合討議をおこない、平城京
内寺院の東大寺式の製作技法の特徴と年代
観、各地の東大寺式軒瓦の文様・製作技法
との比較検討等とその背景について活発な
議論が交わされた。
なお、今回のシンポジウムの成果は、2017
年度に刊行する予定である。� （清野 孝之）

◆遺跡整備事例研究会
� 2016年３月２～３日
遺跡整備の国際的な動向を視野に入れ、

古代の都城遺跡とも関係の深い、中国の唐
長安城大明宮跡、隋唐洛陽城跡の発掘調査
と整備の担当者を招聘し、「長安・洛陽に
おける遺跡の発掘調査と整備活用の現況」
と題する研究会をおこない、情報収集をお
こなった。招聘者は、龔国強中国社会科学
院考古研究所漢唐研究室副主任、張璠西安
曲江大明宮遺址文物局副局長、趙暁軍洛陽
市文物考古研究院隋唐研究室主任、繆韵洛
陽市隋唐城遺址管理処科長、趙虎龍洛陽龍
門石窟国際旅行社社長、劉海宇岩手大学平
泉文化研究センター特任准教授であった。
2010年から中国国家文物局が進めてい

る国家考古遺跡公園による整備手法や、実
際の整備状況があきらかとなった。
� （内田 和伸）

科学研究費等

◆木簡など出土文字資料の資源化のための
機能的情報集約と知の結集
代表者・渡辺 晃宏　基盤研究（S）継続
Ａ木簡資料の情報取得の効率化では、…
⑴アノテーションツールMokkanotator
を活用して平城宮跡の東方官衙の大土坑
SK19198等の削屑の整理・釈読をおこな
い、木簡概報を２冊刊行した。⑵引き続き
所内外の木簡画像の蓄積に努めた。
Ｂ木簡資料に関する様々な知の結集で

は、⑴〈画像引き〉文字画像データベー
スとして「木簡・くずし字解読システム
MOJIZO」を公開した。奈文研と東大史料
編纂所が共同開発し、連携検索を実現した
ものである。⑵古代木簡の文字の標準字体
一覧作成のための基礎作業を行き続きおこ
なった。⑶「木簡字典」の高次化を、①検
索履歴の追加、②意味（タグ）検索機能の
搭載の２点について実現した。⑷周辺デー
タベース群として、漢字と読みの両方から

検索できる「古代地名検索システム」を公
開し、「正倉院文書（書状）字典」の研究
者用試用版を開発した。
Ｃ出土文字資料統合データベースの構築
と連携の拡充では、Ｂ⑴で東大史料編纂所
との連携を強化したほか、台湾の中央研究
院歴史語言研究所との間で、木簡・簡牘の
研究協力に関する協約書を締結した。ま
た、画像引きの文字画像データベースの実
現により、〈文字引き〉データベース「木
簡字典」との統合への基礎を築くことがで
きた。

◆マルチチャンネル機器を利用した高速遺
跡探査技術の開発
代表者・金田 明大　基盤研究（A）継続
導入した機器の運用に関する検討を進め
ている。
地中レーダー、磁気探査、電磁探査の各
機器については、機器の牽引方法と位置情
報取得方法の改善を目的として検討をおこ
なった。この結果、現地の状況にあわせた
牽引手法について試験をおこなうことがで
きた。
位置情報については複数の手法を検討し
たが、十分な成果を得られていない。機器
の老朽化もあり、次年度改善をはかってい
く予定である。
また、近年需要が高まりつつある石垣内面
の探査についても、金沢城および大和郡山
城で実際の作業とそれにもとづく機器の改良
をおこない、迅速かつ安全にデータを取得
する手法について検討をおこなっている。成
果として、石垣背面の空洞部や水の分布に
ついて示唆する可能性が高い異常部が確認
され、今後他手法と組み合わせることで石
垣の研究および保守管理に資する情報を得
ることの可能性を考えることが出来た。

◆アンコール遺跡群を事例とした考古情報
資源共有化に関する研究
代表者・森本 晋　基盤研究（A）継続
本研究は、カンボジアのアンコール遺跡
群における調査・研究成果の蓄積を整理し
情報共有するための有効な手段の開発を目
指している。４ヶ年計画の３年度にあた
る2015年度は、電子化資料の目録を体系
化する作業、電子化画像から文字データを
取り出して校正する作業を中心におこなっ
た。文字データを元に用語の出現頻度等の
調査もおこなっている。また、個人的なコ
レクションの目録を整備して電子化する試
みをおこない、公表資料との照合について
も研究した。２月23日にフランス極東学
院の研究者を招いて研究会を実施し、アン
コール遺跡群に関する資料の実態について
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の理解を深めた。

◆中国新石器時代における家畜・家禽の起源
と、東アジアへの拡散の動物考古学的研究
代表者・松井 章　基盤研究（A）継続
本研究は、初期農耕に関連する中国新石

器時代遺跡出土の動物骨に対する考古科学
的研究を軸に、家畜・家禽の起源地とその
伝播、発展の過程を解明することを目的と
する。
2015年度は、浙江省文物考古研究所と

進めてきた共同研究の成果について、７月
の日本動物考古学会、10月の日本人類学会
にてそれぞれ発表した。また、それらの成
果をまとめた研究成果報告書を刊行した。
このほか、12月には、奈良文化財研究

所のデータベース上に、三次元骨格図譜
「3D Bone Atlas Database」を公開した。

◆歴史的文字に関する経験知の共有資源化
と多元的分析のための人文・情報学融合研究
代表者・馬場 基　基盤研究（A）継続
本研究は、歴史的な文字に関する様々な

経験知について、情報学の技術・手法も導
入しつつ、研究資源化を進め、歴史・文字
研究の深化と発展を目指す。2015年度は、
気付きメモ（気づきを任意に記述）約860
件、観察記録シート（文字の観察をフォー
マットで整理）約5180文字件を蓄積した。
また、関係者による研究会で研究成果の

共有や方向の検討をおこなったほか、シン
ポジウムの後援（「文化財を守り、未来へ
伝えてゆくために」2015.9.20・於大和文華
館。関係者３名報告）および共催（「字体
と漢字情報」2015.11.21～22、於国立国語
研究所。関係者５名報告）を通じて社会に
研究成果を発信し、また研究の深化をは
かった。

◆「発掘遺構による古代寺院建築史の構築」
代表者・箱崎 和久　基盤研究（A）新規
発掘調査で検出した古代寺院の遺構を集

成し、それを分析するというオーソドック
スな手法で古代建築史を見直そういうのが
研究の大きな目的である。それとともに、
近年の研究によって、地方寺院間や官衙と
の関係から、瓦の生産体制や流通について
もあきらかになってきており、瓦研究の成
果を総合して古代寺院建築史を検討したい
と考えている。
2015年度は、発掘遺構の集成作業、お

よび帰属遺構が判明する出土瓦の集成作業
を重点的におこなった。発掘遺構の集成作
業では、奈良文化財研究所が公開している
古代寺院データベースを利用しながら、近
畿・四国地方の遺構の収集を完了し、中

国地方の収集を継続している。その結果、
461の遺跡で遺構を確認し、そのうち金堂
は139件、講堂が78件、門は145件等の
データを収集した。今後も同様の作業を継
続しながら、データベースの作成と分析を
進めていく予定である。
瓦研究に関しては、主に軒瓦の同笵関係

と製作技法の把握、道具瓦の収集に主眼を
おいている。発掘遺構の集成作業と同じ
く、古代寺院データベースをもとに、遺構
が確認されている寺院遺跡から出土した瓦
磚類について集成をおこなった。2015年
度は、九州・四国・中国・近畿・中部・関
東の一部の計366遺跡についてデータを収
集した。この作業は今後も継続する。ま
た、古代の地方寺院においては、瓦生産や
流通について、官衙遺跡と密接な関連性が
ある場合も多い。このため今後は官衙関連
遺跡についても同様の作業をおこなってい
きたい。

◆中国漢代の木槨・木棺材を用いた年輪年
代学の確立と用材選択の意義
代表者・光谷 拓実　基盤研究（B）継続
2015年度は11月中旬に江蘇省の揚州文

物考古研究所を訪問し、新たに発掘調査で
出土した木槨・木棺材のなかから、年輪解
析用に26点のサンプルを収集した。南京
林業大学では潘教授の協力のもと採取サン
プルの調整と年輪の写真撮影をおこなっ
た。現在これらの年輪解析を継続中であ
る。また、11月20日に本研究課題に関わ
る研究会（参加者：約40人）を南京大学
でおこない、中国側の考古学および年輪研
究者とのあいだで意見交換をおこなった。

◆弥生時代における青銅器生産の総合的研究
代表者・難波 洋三　基盤研究（B）継続
2015年度は、岡山県神明銅鐸や個人蔵

の外縁付鈕１式銅鐸等のICP分析と鉛同位
体比分析、兵庫県古津路出土の中細形銅剣
ｂ類５本の鉛同位体比分析等をおこない、
基礎データの充実をはかった。また、４月
に兵庫県南あわじ市でみつかった銅鐸７個
と銅舌７本の調査では、舌と鈕に紐の痕跡
を発見し銅鐸の使用法の実態を明確にする
とともに、２・４号銅鐸と中ノ御堂銅鐸が
同笵であることを確認した。さらに、鳥取
県出土青銅器の調査では、県立博物館所蔵
銅剣の関に魚（サメか）の線刻があること
を発見した。これらの成果は、弥生時代の
青銅製祭器を研究するための重要な情報と
なるであろう。

◆文化財および美術工芸材料のナノ構造と
物性・機能の解明
代表者・北田 正弘　基盤研究（B）継続
高松塚古墳試料については、漆喰内部の
孔・割れ等の構造をＸ線CTであきらかに
し、顔料・表面茶色汚染層等の成果を６編
の論文とした。日本刀の研究では非金属介
在物の３次元構造を走査電子顕微鏡で観察
して化合物と元素分布をあきらかにし、海
外学会で発表した。同様な鉄鋼文化財であ
る明治初期の輸入鉄道レールの分析では、
近代のパドル鋼であること、双晶等の存在
から冷間で最終加工したことをあきらかに
した。油絵顔料については、コバルトブルー
等のナノ粒子構造をあきらかにし、明治期
油画の顔料についても微細構造を調べた。

◆歴史と現状からみた庭園の観光資源とし
ての可能性に関する研究―欧州との比較から
代表者・小野 健吉　基盤研究（B）継続
日本を対象とした現地調査としては旧浜
離宮庭園・六義園等の利用統計データを入
手し庭園管理者からの聞き取り調査で現状
を把握した。文献調査としては、江戸時代
初期の『隔蓂記』の庭園利用（見物）関連
の記事の抽出とデータベース化をおこなっ
た。いっぽう、欧州については、英国でハ
ンプトンコート等の庭園現地調査をおこな
うとともにイングリッシュヘリテッジで文
献資料調査をおこなった。さらに、オース
トリアのシェーンブルン宮殿庭園、チェコ
のレドニツェ・バルティツェ城庭園等の現
地調査をおこなった。
くわえて、庭園と観光に関する研究集会
を開催し、日本およびイギリス・フラン
ス・イタリアにおける庭園と観光の歴史的
な在り方に関する多くの知見を得た。

◆東大寺を中心とする南都の未整理文書聖
教の復原的調査研究
代表者・吉川 聡　基盤研究（B）継続
本研究は、東大寺に膨大に存在する未整

理の文書聖教について、基礎的な調査を進
め、その検討を通じて、伝来過程や組織の
内実等を理解しようとするものである。あ
わせて、南都の寺社等に伝来していた文書
聖教について、その把握につとめ、伝来状
況等をあきらかにすることを意図している。
２年目である2015年度は、新修東大寺
文書聖教の第80函～第85函の調査を実施
した。また、東大寺所蔵の興福寺関係資料
について、明治初年の日記の一部の翻刻作
業を実施している。さらに、関連する資料
である、個人所蔵の興福寺関係資料の調査
を開始した。また、東大寺中性院所蔵の
襖・屏風下張り文書について、襖・屏風か
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ら古文書をはがす作業を実施している。

◆アンコール王朝末期の総合的歴史学の構築
代表者・杉山 洋　基盤研究（B）海外継続
表記の研究に関して、昨年度は15世紀
の王都であるロンヴェークの発掘調査をお
こなった。
まず中心部の王宮推定部で５箇所のト
レンチを開け、土層堆積状況をはじめと
する、初期的なデータの収集をおこなっ
た。その結果、まず掘立柱建物と思われる
堀方と土器の詰まった抜取穴を検出し、掘
立柱型式の建物の存在を究明する手がかり
となった。また都城跡南側であけた２箇所
のトレンチでは金属製品の工房跡が検出さ
れ、羽口やルツボと言った鋳造関係の道具
類とともに、焼土面や焼土土壙が検出さ
れ、この部分での工房の立地があきらかと
なった。

◆和同開珎の生産と流通をめぐる総合的研究
代表者・松村 恵司　基盤研究（B）継続
新４ヶ年計画の初年度となる本年度は、
国単位に作成した和同開珎出土遺跡の分布
図を統合して、全国出土分布図を完成させ
た。これにより出土遺跡の多くが駅路沿い
に分布する傾向がさらに明確になった。
また、畿外・地方における銭貨流通の実
態の解明に向けて、北陸道諸国を対象に和
同開珎出土遺跡の分析に着手した。その結
果、出土は官衙関連遺跡や荘園遺跡、港津
遺跡、有力者の居宅跡等に限定され、富豪
層や郡司層の主導のもとに、銭貨を交換手
段とする交易が港津や駅路沿いに展開した
可能性が浮上してきた。これは運脚夫や役
夫の帰郷時に米の売却を命じた和銅初年の
詔や蓄銭叙位法等、律令国家の銭貨政策と
密接に関わる現象として理解できた。また
「和同開珎出土遺跡データベース」を完成さ
せ、当研究所のHP上での公開を開始した。

◆東アジア旧石器・新石器移行期の基礎的
研究―河南霊井遺跡出土品の徹底分析―
代表者・加藤 真二　基盤研究（B）・海外　
新規
５月、７月、11月、2016年３月に河南
省文物考古研究院での霊井遺跡の遺物調査
を中心に、泥河湾盆地、古脊椎動物与古人
類研究所、社科院考古研究所、河北省文物
研究所、黒龍江省文物考古研究所、河北師
範大、北京師範大等で現場視察、資料観察
と整理、試料サンプリング、使用痕分析等
をおこなった。調査参加者は、加藤のほ
か、鹿又喜隆、芝康次郎、高倉純、長沼正
樹、麻柄一志等（各人の科研費によるもの
も含む）。これらの調査研究の成果は、国

際第四紀学研究連合名古屋大会、北アジア
調査研究報告会で報告し、鋭意、論文化を
進めている。

◆古代東アジアにおける土木技術系譜の復
元的研究
代表者・青木 敬　基盤研究（C）継続
2015年度は最終年度であり、東日本に

おける寺院堂塔の発掘調査例を収集したこ
とで、列島各地の類例を集め終えた。集成
後、これら類例の分析をおこない、飛鳥時
代後半における基壇構築技術と伽藍のあり
ように相関性を見出した。この成果につい
ては、白鳳時代を考える会特別講演会に
て「白鳳寺院の展開―寺院造営技術の分析
を中心に―」と題して口頭発表をおこなっ
た。また５世紀末以降、列島各地に分布す
る高大化した墳丘を有する古墳は、北魏の
皇帝陵に端を発し、東アジア世界に展開し
た潮流という文脈で理解した。これについ
ては、口頭発表で第18回九州前方後円墳
研究会佐賀大会にて「古墳における墳丘と
埋葬施設」、論文では『日韓文化財論集Ⅲ』
において「日韓王陵級古墳における墳丘の
特質と評価」と題して発表した。

◆中世日本と東アジアの木造建築における
架構システムに関する比較研究
代表者・鈴木 智大　基盤研究（C）継続
本研究は、木造建築の架構システムに着

目し、日本・中国・韓国の比較をおこなう
ことで、東アジアにおける木造建築の技術
およびその設計論理を解明する試みである。
最終年度となった2015年度は、前年度

に引き続き当該期の中国における建築の変
革と日本の比較をおこない、「長崎唐寺に
おける中国建築の穿挿枋」（日本建築学会
大会学術講演、2016年予定）として、論
考をまとめた。
また清華大学（中国北京）において開催

された第２回東アジア前近代建築・都市史
円卓会議において、「日本の仏教建築にお
ける類型と様式」と題して、発表をおこ
なった。東アジアの視点に立ち、中世日本
における建築の変化を理解する枠組みの再
定義の試みである。

◆東アジアにおける鉛釉陶器の原料とその
時間的・地域的特徴に関する研究
代表者・降幡 順子　基盤研究（C）　継続
本研究は、鉛釉の原材料の変遷、さらに

時代とともに変化する製品構成との関連
と生産技術を究明することを目的とする。
2015年度は渤海地域において鉱石や金属
製遺物の分析資料の採集と分析、朝鮮半島
の生産関連遺物の情報収集をおこなった。

また国内では、平城京寺院跡から出土した
施釉瓦の胎土分析、中世の鉛ガラスの分析
等をおこなった。平安京・洛北における鉛
釉陶器と東海地域の鉛釉陶器の胎土と釉薬
の調査結果を報告し、さらに沿海州出土鉛
釉陶器の化学的特徴の変遷について論文と
してまとめた。

◆平安時代出土文字資料の動態的歴史分析
―〈荷札の終焉〉にみえる木簡の機能
代表者・山本 崇　基盤研究（C）継続
本申請研究は、平安時代木簡の性格と機
能を律令制の変質過程のなかで合理的に説
明することを課題としている。最終年度
にあたる2015年度には、奈良県橿原市・
桜井市・天理市、兵庫県神戸市・豊岡市、
愛知県豊橋市、静岡県磐田市、 群馬県前橋
市、秋田県大館市、鳥取県鳥取市、熊本県
八代市等から出土した木簡・墨書土器等の
熟覧調査および撮影をおこない資料収集し
た。さらに、３年間の探訪調査と過去の記
帳ほか調査記録の精査をふまえ、約4250
点におよぶ全国出土平安時代木簡を集成し
た『平安時代木簡集成（稿）』を編み、成
果のまとめとした。

◆ツガ年輪による近世以降の建造物の年代
測定および用材産地推定手法の確立
代表者・藤井 裕之　基盤研究（C）継続
昨年度までの成果により、間接的なが
ら、それまで遊離状態にあったツガ古材の
パターンに付与していた年代の妥当性を検
証できた。古材と現生材とが重複する年代
区間の状況を主に四国産材でさらに検討す
ると、両者のパターンの推移に矛盾は認め
られない。また産地については、近畿・四
国に関して識別できる可能性が高まった。
これらをひとまずの成果とし、懸案の古材
と現生材の直接的なパターン接続の実現
は、今後の新資料を待つこととしたい。
2006年に着手した一連の作業では、各地

の木材、木造建造物をじかに探索したが、
ツガを含めた近世、近代の多様な木材利用
に関する評価は、未だ不十分なようである。
年輪研究からも、それに関わる参考資料を
今後積み上げていく必要があるだろう。

◆中国由来の木彫像の用材観
代表者・伊東 隆夫　基盤研究（C）継続
本年度は2015年12月にフランス、パ
リにあるCernishi美術館、リヨンにある
Confluences 美術館を訪問し、樹種の調査
に関する共同研究について打ち合わせた。
同時にベルリンにあるベルリン民族博物館
およびアジア美術館を訪問し共同研究を申
し入れた。事前の連絡で前向きであったベ
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ルリン民族博物館では７体のdeity statue
および３体の仏像彫刻から木片試料の提供
を受け、日本に持ち帰った。そのうち３体
の仏像彫刻の試料を調べた結果、１体がキ
リ属の一種、２体がヤマナラシ属から造像
されていることが判明している。

◆法隆寺・東大寺宝物に見られる「イラン
文化」：エフタルとソグドの影響について
代表者・影山 悦子　基盤研究（C）転入
本研究は、従来の研究によって法隆寺・

東大寺宝物に認められている「イラン文
化」を再検討し、その影響の源がササン朝
ペルシアだけではなく、エフタル支配地域
やソグド人の文化にある可能性を考察する
ものである。
２年目である2015年度は、10月にオリ

エント学会でこれまでの成果を報告した。
２月には、ウズベキスタンのタシケントと
サマルカンドを訪れ、３世紀から７世紀の
壁画や考古遺物の調査をおこなった。

◆律令制下の土器生産―須恵器・土師器群
別分類の再構築
代表者・神野 恵　基盤研究（C）新規
2015年度は、奈良文化財研究所が所蔵

している奈良山窯跡、生駒窯跡の須恵器資
料および探査資料の整理・分析をおこなっ
た。あわせて、平城京周辺を中心に、これ
まで発掘調査がおこわれた８世紀の須恵器
窯資料の収集をおこなった。
蛍光Ｘ線分析による胎土分析をおこなう

ため、事前に分析に供する資料の実測図作
成と写真撮影をおこなった。その後、試料
採取をおこない、蛍光Ｘ線分析をおこなっ
た。2015年度、試料採取に供した試料は、
龍谷大学付属平安高等学校から提供いただ
いた陶邑窯の試料と木津川市教育委員会か
ら提供いただいた瀬後谷３号窯の資料であ
る。分析の結果は、整理中であるが、蛍光
X線分析による産地同定が有効である見通
しをえることができた。

◆奈良時代鉛釉陶器および鉛釉瓦磚の基礎
的研究
代表者・今井 晃樹　基盤研究（C）新規
2015度は、平城京を中心として主に奈

良県内で出土している鉛釉陶器・瓦磚の集
成とデータベース作成を実施した。平城宮
出土の鉛釉陶器と瓦磚の釉薬分析、胎土分
析を実施し、生産体制に関わるデータの集
積を進めた。また、陶器、瓦磚の分類、実
測、製作技法の検討をおこない、平城宮内
出土の鉛釉陶器、瓦磚の製作技法、出土分
布等の分析、検討をおこなった。

◆古代の灯火―先史時代から近世にいたる
灯明具に関する研究
代表者・深澤 芳樹　基盤研究（C）新規
人類の生活に火は、欠かせない。火は、

物質が燃焼するときにおこる化学現象で、
その際に熱と光を発する。この熱と光を、
生活に活用してきた。本研究は、このうち
光にスポットをあてた。
液体油料の活用は、日本列島に寺院と官

僚制度を導入するのにともなってもたらさ
れたらしい。灯籠に灯す等仏教の宗教行事
を執行する必然と、室内で細かな文字を読
み書きする必要からであったらしい。
2015年度は、各地の考古・民俗資料の

調査・検討と情報の収集を精力的におこな
うとともに、イギリスでは東アジアの灯明
器についての発表をおこなった。さらに、
松石聡美氏から、江戸時代に油壺として用
いられた備前甕の提供をえた。

◆飛鳥時代金属製品の加工技術に関する基
礎的研究
代表者・石橋 茂登　基盤研究（C）新規
本研究は、奈良文化財研究所が所蔵・保

管する金属製品を対象資料の核として、資
料集成と観察にもとづく考古学的な検討、
可能な限りの科学分析をおこない、飛鳥時
代の金属製品加工技術に関する体系的な解
明を目指して基礎的な整理と研究をおこな
うものである。
2015年度は、川原寺跡出土品のうちの

一部、飛鳥寺跡出土品のうちの一部、長法
寺出土の押出三尊仏像および御正体を対象
として整理作業や分析をおこなった。川原
寺跡、飛鳥寺跡の出土品については継続的
に作業をおこなっていきたい。調査成果に
ついてはとりまとめたものから奈文研紀
要、論文等で公表する予定である。

◆「復元学」構築のための基礎的研究
代表者・海野 聡　挑戦的萌芽研究　継続
復元に関する研究会を開催し、現地調査

として、平安神宮や吉野ヶ里遺跡の調査を
おこなった。また発掘遺構の解釈と復元に
関する講演をイギリスヨーク大学において
おこない、日欧における研究交流の機会を
もった。昨年度に引き続き、復元学の構築
に向けて、既往の学史の整理をおこない、
この成果を日本建築学会の学術講演会にお
いて発表した。また本科研の成果を含む著
書『奈良時代建築の造営体制と維持管理』
（吉川弘文館）を刊行した。

◆考古・歴史・地質学的複合解析による災
害履歴地図の開発
代表者・村田 泰輔　挑戦的萌芽研究　新規
本研究は2015度より３ヶ年で採択され
た。初年度である2015年度は、「災害痕跡
データベース」を構成する情報項目を設定
し、研究対象地である奈良県、埼玉県、香
川県、鳥取県の計４県の発掘調査事例か
ら、１）位置情報（緯度・経度）、２）基
本層序、３）地震、火山噴火、津波に係わ
る災害痕跡の有無、４）災害痕跡の層位・
時代について情報集成をおこない、GIS
データベース化を順次進めている。また
基本層所、災害痕跡層位、発掘調査区の
各地点位置の情報について、RockWorks
（RockWare社製）やAutoCAD（AutoDesk
社製）を導入することにより、「表層地質
断面図」の作成に取り組んでいる。

◆東アジアにおける「西のガラス」の流通か
らみた古代の物流に関する考古科学的研究
代表者・田村 朋美　若手研究（A）
本研究は、化学分析を通して、日本列島

の遺跡から出土する「西のガラス」の生産
地を推定し、ユーラシア大陸の東西を結ぶ
交易ルートの解明と、その時期変遷をあき
らかにすることを目的とする。2015年度は、
大阪府風吹山古墳出土品を中心に、日本列
島で出土するローマ系のナトロンガラスの
化学組成と地中海周辺地域出土品の化学組
成を詳細に比較した。その結果、５世紀前
半に日本列島に流入した一部のナトロンガ
ラスは現在のイスラエル付近で生産された
ガラスであることがあきらかとなった。

◆古代東アジアにおける建築技術の重層性
と日本建築の特質
代表者・海野 聡　若手研究（A）継続
主に国府・国分寺の発掘遺構に関する資
料収集をおこない、論攷の準備を進めてい
る。既往の研究を発展させ、東アジア、特
に韓国との比較を通して、日本の寺院金堂
に関して整理をおこない、成果をまとめ
た。また中国西安・浙江省周辺の唐・遼・
金・元の時代の建物の調査をおこなった。
以上の成果を日本建築学会計画系論文集等
にて、公表し、この成果を含む著書『奈良
時代建築の造営体制と維持管理』（吉川弘
文館）を刊行した。

◆甲冑編年の再構築に基づくモノの履歴と
扱いの研究
代表者・川畑 純　若手研究（B）継続
本研究の目的は、古墳時代の甲冑編年を
型式学的な分析視覚から再構築し製作順序
を仮定することで、資料の製作順序と一括
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資料中における扱いとの間に関連があるの
かどうかをあきらかにすることである。
2015年度は短甲・頸甲を編年し、衝角
付冑・眉庇付冑とあわせて12段階への段
階設定をおこない、短甲を中心とする甲冑
編年の再構築を達成した。それらをもとに
一括資料として複数の甲冑が出土した場合
を検討することで、「古相優勢」「近接古
相」という扱いの様相があきらかとなっ
た。それらの成果を成果報告書として刊行
した。

◆装飾古墳を安定に保存するための環境制
御法の開発に関する研究
代表者・脇谷 草一郎　若手研究（B）継続
本研究は墳丘封土の被覆状況が異なる３
基の装飾古墳を対象として、それらの差異
が石室内の結露性状に与える影響を検討
し、結露の発生を抑制する墳丘の被覆条件
を求めるものである。2015年度は墳丘直
上の外界気象条件と石室内温湿度の実測調
査、結露の発生状況に関する目視観察を継
続して実施するとともに、石室保護施設が
完成したガランドヤ１号墳において、保護
施設の有無による石室内温熱環境と結露性
状の差異について検討した。あわせて、石
室周辺地盤における熱水分移動の計算をお
こない、結露抑制のための換気の運用方法
について検討するとともに、現地で実証試
験をおこなった。

◆古代東アジアにおける食器構成と食事作
法の変化に関する比較研究
代表者・小田 裕樹　若手研究（B）継続
本研究は、飛鳥時代後半から奈良時代に
みられる「律令的土器様式」の成立・展開
とその歴史的背景について、東アジア諸国
における食器構成と食事作法の変化との比
較という観点からあきらかにすることを目
的とする。
研究３年目にあたる2015年度は、畿内
の都城・官衙・集落遺跡出土の一括性の高
い土器群の集成と分析および実見調査を
おこなった。研究成果の一部については
第19回古代官衙・集落研究集会において
「飛鳥・藤原・平城地域とその周辺の土器
様相」と題する口頭発表をおこなった。ま
た、百済の有蓋台付椀に関する研究論文を
執筆した。

◆古代日本の宮都、寺院出土磚の基礎的研究
代表者・中川 二美　若手研究（B）継続
本研究の目的は、磚の生産導入過程をあ
きらかにし、古代社会の手工業生産体制の
一端を解明することである。
2015年度は、昨年度にまとめた須弥壇

を荘厳したと推定される法華寺旧境内出土
の施釉磚の検討成果をもとに、資料の展示
がおこなわれ公開された。また、引き続き
施釉磚を中心に、敷磚としての使用が想定
できる資料の検討に着手した。伽藍のなか
における磚の使用箇所の差を抽出するとと
もに、裏面に番付をもつ製作段階で使用場
所の確定が行われている資料に注目し、検
討した。

◆大工道具とその加工痕跡から見た建築技
術史の研究
代表者・番 光　若手研究（B）継続
本研究は、大工道具の伝世品資料および
建築部材に残された加工痕跡から、近世以
前の木造建築および部材加工技術の特質に
ついてあきらかにしようとするものである。
2015年度は大工道具の伝世品資料の調

査を中心に進めた。オランダ王国ライデン
国立民俗博物館に所蔵されている近世末の
大工道具（オランダ商館員フィッセル、ブ
ロムホフ、およびシーボルト収集）につい
て調査を実施し、近世・近代の他の伝製品
大工道具一式との比較検討をおこなった。

◆重要文化的景観の評価方法と保護手法に
おける現状と課題
代表者・惠谷 浩子　若手研究（B）継続
2015年度は、昨年度に引き続き各調査

報告書・保存計画書を入手して情報収集と
整理をおこなった。また、石川県輪島市や
長野県飯山市、千曲市等での現地詳細調査
を実施するとともに、重要文化的景観の類
型化や、調査と価値評価、評価と保存計画
の整合性について検討した。

◆近世庭園の様式と地域性に関する基礎的
研究－重森編年への検証として
代表者・高橋 知奈津　若手研究（B）継続
本研究は、安土桃山時代から江戸時代の

寺院や邸宅の庭園を対象に、その構成要素
や様式的特徴について詳細に整理・分析す
ることにより、先行の様式編年研究を検証
することを目的とする。
2015年度は、昨年度に引き続き先行の

編年研究とその対象となった事例の整理・
分析を進め、実地調査のための準備をおこ
なった。

◆古代東北アジアにおける金工品の生産・
流通構造にかんする考古学的研究
代表者・諫早 直人　若手研究（B）継続
本研究は５・６世紀を中心に東北アジア

各地の金工品について調査をおこない、各
地の生産体制を復元するとともに、それら
を相互に比較することで古代東アジア世界

における金工品の生産と流通の実態をあき
らかにすることを目的とする。
2015年度はその２年目にあたり、５世
紀の新羅王陵である慶州皇南大塚南墳出土
金工品に対する研究成果をまとめ、新羅の
初期金銅製品の生産体制に対して一定の見
通しを示すことができた。また昨年度から
継続して飛鳥寺塔心礎出土品を資料化して
おり、今年度は馬具について報告をおこ
なった。

◆七世紀土器編年からみた古代宮都の変遷
に関する考古学的研究
代表者・若杉 智宏　若手研究（B）継続
本研究は、飛鳥地域出土の土器と難波地
域出土の土器の比較から、７世紀半ば以降
の宮都の変遷過程を再検討することを目的
とする。
４カ年計画の２年目にあたる2015年度
は、昨年度に引き続き飛鳥編年の基準資料
である坂田寺池SG100出土土器の再整理
作業（実測・個体識別・法量計測・器種構
成の把握等）を進めた。
これまでの調査成果の一部は、歴史土器
研究会例会にて報告した。

◆九州旧石器編年の再構築と集団関係の研
究―中九州石器群の再検討
代表者・芝 康次郎　若手研究（B）継続
九州の旧石器時代編年は、その南北で異
なる。この違いを、両地域の中間にある中
九州の石器群を詳細に検討し、他地域と比
較することで埋めようとするのが、本研究
の主眼である。２年目にあたる2015年度
は、阿蘇南外輪山西麓に位置する河原第６
遺跡の発掘調査を実施した。調査では後期
旧石器時代後半期の石器群の存在を確認し
た（成果の概要は『九州旧石器』19号に
て発表）。また、特に中九州におけるAT
直下石器群の検討をおこない、阿蘇周辺石
器群にみられる石材消費の特徴をあきらか
にした（『北中島西原遺跡』熊本県文化財
調査報告にて発表）。

◆古代都城造営における造瓦体制の復元的
研究
代表者・石田 由紀子　若手研究（B）継続
本研究は、古代都城造営における物資の
生産・供給に関するシステムの一端を、瓦
を通して解明するものである。２年目とな
る2015年度は、淡路土生寺瓦窯、讃岐宗
吉瓦窯等、遠隔地にある藤原宮所用瓦窯に
ついて製作技法や胎土等に着目し、基礎
データを収集した。また、平城宮所用瓦窯
においても、奈良時代前半に位置づけられ
る中山瓦窯において1972年の第79-5次調
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査より出土した軒瓦等を再検討し、2016
年度発行の『紀要2016』において公表す
る予定である。またこれらの成果の一部は
第117回公開講演会や一般講演会等でも広
く公開した。

◆荘厳化を目的とした建築装飾に関する研究
研究代表者・大林 潤　若手研究（B）継続
本研究は、寺院建築を中心とした宗教建

築における荘厳化を目的とした装飾につい
て建築装飾の技法・年代・地域ごとの体系
化をめざし、その建物の使用方法や建築群
内での位置づけ等を基準とした荘厳化の
内容を解明することを目的とする。育休
のため、2016年２月より研究を再開した。
2015年度は、奈良県下の文化財建造物の
保存修理工事報告書を中心に、装飾に関わ
る資料を抽出し整理するための準備作業を
おこなった。

◆古代における食生活の復元に関する環境
考古学的研究
代表者・山崎 健　若手研究（B）継続
本研究の目的は、遺跡から出土した食料

残滓から、古代における食生活をあきらか
にすることである。
２年目にあたる2015年度は、古代の遺

跡から出土した動物遺存体を集成するとと
もに、事例研究として藤原宮跡や平城宮跡
から出土した動物遺存体の分析を進めた。
平城宮東方官衙地区で検出した廃棄土坑か
らは、ウニ類、サザエ、クボガイ、コシダ
カガンガラ等の海産物が出土したことを確
認し、ウニは殻付きの状態、海産貝類も貝
殻ごと運ばれることがあったことをあきら
かにした。こうした研究成果については、
紀要や報告書で公表した。

◆中近世における標準年輪曲線の広域ネッ
トワーク整備による木材産地推定
代表者・星野 安治　若手研究（B）継続
本研究では、木材移送が盛んになった中

近世を中心とした過去約1000年間につい
て、これまで構築した標準年輪曲線ネット
ワークの空白域である近畿以西の西日本に
も拡張する。そして、標準年輪曲線ネット
ワークの地域区分を日本の全域についてあ
きらかにし、年輪年代学的手法による木材
産地推定を、わが国で応用することを目
的とする。研究２年目である2015年度は、
昨年度、試料探索した広島、岡山等瀬戸内
地域の試料の年輪幅計測に加え、鳥取等日
本海地域の木製遺物、建造物古材の試料探
索を進めることができた。今後、各地域ご
との標準年輪曲線を構築し、地域間比較を
進める予定である。

◆金工品の流通と製作技術伝播からみた古
代東アジアにおける地域間交流研究
代表者・稲田 宇大（金 宇大）　若手研究

（B）新規
本研究の目的は、古代東アジア、特に古
墳・三国時代の日本列島および朝鮮半島に
おける地域間交流の実態を、墳墓に副葬さ
れた金工品の分析から解明することである。
2015年度は、日韓両国で出土した垂飾

月耳飾と装飾付大刀の実見観察調査を進
め、撮影・図化による資料化を集中的にお
こなった。こうした調査を土台に、耳飾と
大刀についての分析を一通りまとめ、これ
らの金工品をめぐる朝鮮半島での技術交流
の様相と日本列島への伝播過程について一
定の見解を固めた。その成果の一部を『古
代武器研究』vol.7や『文化財と技術』７
号に掲載した論文を通じて公表した。

◆古代日本の木簡と古辞書掲出字の字形比較
代表者・井上 幸　奨励研究　新規
日本の古代に書かれた木簡と『新撰字

鏡』の掲出字形を比較し、それぞれの相
違点を把握して距離をはかることによっ
て、木簡の字形の特徴を記述することを目
的とした。およその調査結果としては、例
えば各資料で単一字形の場合で一致するも
のは、一致しないものより圧倒的に多かっ
た。また、『新撰字鏡』に複数掲出されて
いる場合で、字体注記（「二形同」や「俗」、
「古文」等）がある場合についても、一致
状況を調整した。この成果の一部は、東ア
ジア日本語教育日本文化研究学会（2015
年８月22日）で口頭発表した。

◆SfMによる3D手法を利用した風食木
簡墨痕明瞭化の研究
代表者・中村 一郎　奨励研究　新規
遺跡出土の木簡を中心として、筆記され

た墨が様々な理由で消失し、その痕跡のみ
が盛り上がりとして残るものがある。こ
の痕跡をライティング写真を利用したSfM
技術を用いて微地形としてとらえ、痕跡を
明瞭化する技術の研究である。
新しい技術であるSfM技術を既存の写

真術と組み合わせて使用するために、様々
な方面で検討を重ね、実地撮影・研究会発
表をおこなった。利用が見込まれる風食木
簡は遺跡から多数出土しており、今後の発
展が期待される。

◆東アジア都城出土瓦の考古学的研究
代表者・中村 亜希子　特別研究員奨励費　
継続
2015年度は、これまでに収集した東京

大学考古学研究室所蔵の渤海上京遺跡出土

瓦の三次元計測データをもちいて、当該都
城の造営過程を復元した。同范瓦の范傷の
進行具合と瓦が出土する遺構の分析によっ
て、現在知られる上京遺跡の郭城が９世紀
半ばに出現するとする従来の説とは異な
り、９世紀初頭にはその形が完成していた
ことがあきらかとなった。
また、渤海東京龍原府（八連城遺跡）出
土瓦の分析もおこなった。同じ型式の瓦を
用いる中京顕徳府（西古城遺跡）出土瓦と
の比較検討および同范瓦の出土状況から、
両遺跡への瓦の供給時期の違い等があきら
かになりつつある。

学会・研究会等の活動

◆文化財写真技術研究会
2015年７月10・11日に、第６回（通算
27回）文化財写真技術研究会の総会と研
究集会を、平城宮跡資料館講堂において開
催した。（参加者延べ145名）
１日目は総会と講演を実施した。
講演「日本写真史のなかの文化財　記録

と表現のかたち」（鳥原学氏；写真評論家）。
２日目は、「文化財写真における銀塩フィ
ルム需要とデジタル化の現状について」
（勝原潤氏；富士フィルムイメージングシ
ステムズ㈱）の報告がなされた後、特集
「写真による記録・保存」に移った。まず、
趣旨説明を栗山がおこない、続いて「発掘
調査における写真記録と保存」（上垣幸徳
氏；滋賀県教育委員会）、「整理作業におけ
る写真記録と保存」（田邊朋宏氏；福井市
文化財保護センター）、「公開活用における
写真記録と保存」（高梨清志氏；富山県埋
蔵文化財センター）、「博物館における写真
記録と保存」（藤瀬雄輔氏；東京国立博物
館）と題した発表があり、さらに井上会長
を交えてのパネルディスカッションがおこ
なわれた。特に、「デジタルシフトと写真
の記録と保存」をテーマとした討論では、
デジタル化が進むにつれ、画像加工の許
容範囲等データ補正にまつわる分野で属人
的な判断の広がりが垣間見える結果となっ
た。一筋縄ではいかないが、デジタルカメ
ラに即したルールや考え方を整理し、まと
める必要性を感じる機会となった。
なお、特集内容等を掲載した会誌『文化
財写真研究』VOL.6も、研究集会開催とあ
わせて刊行している。� （栗山 雅夫）

◆IN-PACEセミナーシリーズ 
奈文研と英国のセインズベリー日本藝術
研究所（SISJAC）およびロンドン大学オリ
エント・アフリカ学研究所（SOAS）との共
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同企画として、IN-PACE（Internationalizing 
Nabunken for Promoting Academic and 
Cultural Exchange between Japan and 
UK）セミナーシリーズと題し、以下計４回
のセミナーを英国内の各地でおこなった。セ
ミナー１（2015年９月24日、SISJAC、ノ
リッチ）：神野恵“Plant Oil Use in Ancient 
Japan – Focusing on Oil Lamps”（通訳：
表谷静佳）、参加者10名。セミナー２（2015
年11月26日、SOAS、ロンドン）：降幡順子
“Analytical studies for the ancient lead-
glazed fragments excavated in Japan”、参
加者24名。セミナー３（2016年１月28日、
SOAS、ロンドン）：尾野善裕“Exoticism in 
Japanese Ceramics”（通訳：新堀真理子）、
参加者33名。セミナー４（2016年3月11日、
ヨーク大学、ヨーク）：海野聡“New aspects 
of Japanese Architectural History based on 
excavations”、参加者13名。各回にはイギリ
スで活躍する関連分野の研究者が討論者と
して参加し、日英の文化財の様々な話題に
関する研究交流を深めた。なお、これに続く
セミナー５が、2016年５月９日にヨーク大学
で開催される予定である。� （庄田 慎矢）

◆日本遺跡学会
2015年11月14・15日に、沖縄県立博物
館・美術館において、2015年度総会およ
び大会を開催した。今回は沖縄考古学会の
協力を得て、共催というかたちでの大会開
催となった。大会テーマは「グスク石垣等
の復元整備と課題」とした。
初日は、レクチャー・エクスカーション
として、中城城跡と勝連城跡をまわり、新
城卓也氏、渡久地真氏（中城村教育委員
会）、横尾昌樹氏（うるま市教育委員会）
より報告を受けた。
２日目は、増渕徹学会長および當眞嗣一
大会実行委員長の開催挨拶、盛本勲（沖縄
県立埋蔵文化財センター）の趣旨説明の
後、當眞氏の基調講演「沖縄における石垣
等の復元整備と課題」のほか、研究発表と
して高良倉行氏（㈱真南風）の「石造拱門
事例調査とその構造」、山本正昭氏（沖縄
県立埋蔵文化財センター）の「石積みを用
いたグスクの特徴について」、下地安広氏
（浦添市教育委員会）の「グスク石垣にみ
る（仮称）力石」、事例発表として玉城寿
氏、與那嶺俊氏（今帰仁村教育委員会）の
「今帰仁村今帰仁城跡の石垣整備の特徴と
課題」、横尾氏の「うるま市勝連城跡も石
垣整備の特徴と課題」、新城氏、渡久地氏
の「中城村中城城跡の石垣整備の特徴と課
題」があった。これら発表を受け、上原静
氏（沖縄国際大学）の進行の下に、田中哲
雄氏（日本城郭研究センター）、福島駿介

氏（琉球大学）、當眞氏をパネリストとし
て討論をおこなった。
刊行事業としては、学会誌『遺跡学研

究』第12号（特集１：貝塚からの情報、
特集２：石切場と地域社会、特集３：「等
身大の文化財」の広がり）を発行した。
� （前川 歩）

◆木簡学会研究集会
2015年12月５・６日、第37回木簡学会

総会・研究集会を、平城宮跡資料館講堂・
小講堂において開催した（参加者143名）。
５日は、馬場基「沖縄先島のカイダー

ディ文字板について」の研究報告と、横山
成己（山口大学）「山口県吉田遺跡の発掘
調査と出土音義木簡」の事例報告、６日
は山本崇「2015年全国出土の木簡」、梅村
大輔（鳥取県埋蔵文化財センター）「鳥取
県青谷横木遺跡の発掘調査と出土木簡（続
報）」、渡辺晃宏「最近出土の平城宮・京の
木簡から」の３本の事例報告があった。会
場では例年のように各調査機関のご協力に
より当該木簡を展示をおこない、実物の即
した活発な議論を展開することができた。
なお、会誌『木簡研究』第37号を編集・
刊行した（編集担当：馬場基）。�（渡辺 晃宏）

◆条里制・古代都市研究会
2016年３月５・６日に平城宮跡資料館

講堂において第32回条里制・古代都市研
究会を開催した。今回は、「平安時代にお
ける都市の変容」をテーマとし、５日は
大会報告として山田邦和氏「平安京の都
市的変容」、古閑正浩氏「路辺の展開と近
京圏」、江口桂氏「平安時代における国府
の変容―武蔵国を中心に―」、佐藤泰弘氏
「受領の支配と地方の都市」の各報告後、
活発な質疑応答が交わされた。６日は、ま
ず調査レポートとして、鈴木一議氏「藤原
京右京十一条二坊における発掘調査とその
成果」、原田憲二郎氏「平城京左京五条四
坊の調査」、千葉太朗氏「大園遺跡とその
周辺の調査成果からみた古代和泉」、道田
賢志氏「備後国府跡の調査成果」、永井智
教氏「関東地方北西部における条里水田開
発―近年発見された大溝を中心とした考古
学的検討―」、続いて研究報告として井上
和人氏「唐長安城（隋大興城）形制規格復
元試論」の各報告後、質疑応答があった。
いずれの報告も大変充実した有意義な大会
となった。� （青木 敬）

国が実施する事業等に
ついての調査・協力

●平城宮・京跡の整備
2014年度に引きつづき、国土交通省や
文化庁による各種事業に対して、調査研
究・協力・専門的見地からの助言をおこ
なった。
平城宮跡内では、第一次大極殿院の復原
工事にともなう進入路設置のため、大極殿
院を囲っていた修景柵を撤去したのにあわ
せて、これまで未調査であった西面回廊中
ほどの発掘調査をおこなった（第561次）。
また、国土交通省が整備をおこなう史跡
朱雀大路跡について、朱雀大路西側溝お
よび平城京右京三条一坊一・二坪にあたる
工場跡地で発掘調査をおこなった（第552
次；いずれも『奈文研紀要2016』参照）。
そのほか、朱雀門南東の平城宮跡展示館建
設地、東北官衙地区に建設している第一次
大極殿院地区の復原にともなう現場事務所
等の仮設建物、第一次大極殿院復原のため
の資材保管庫等の仮設建物への各種配管、
通称みやと通りに接する宮内園路の舗装改
修等の工事について、立会調査で対応した。
いっぽう、文化庁が計画した平城宮跡内
における高圧配電線路設備の改修、および
東院庭園の池水のための深井戸ポンプ改
修、遺構展示館南棟の雨水排水設備改修、
同駐車場の舗装改修、同警備員詰所の改
修、佐紀池北部のネットフェンス改修、内
裏・大膳職・内膳司等の遺構表示のための
ツゲの補植、等にともなう工事に対し、立
会調査で対応した。
2010年度から進めている第一次大極殿
院の復原研究では、所内検討会を３回開催
した。このうち２回は飾金具に関する検討
である。もう１回は、大極殿院の学術発掘
調査にともなって現地で開催した。これま
での大極殿院東半の発掘調査では、奈良時
代前半に遡る可能性のある井戸状遺構が検
出されていた。南北中軸線の対称位置に同
様の遺構の有無の確認と、その時期の確
定を目的として、第551次調査をおこなっ
た（調査成果は『奈文研紀要2016』参照）。

第一次大極殿院の発掘現場における復原検
討会（2015年９月18日開催）
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奈良時代前半の井戸であれば、現在進めて
いる大極殿院の復原へ反映させる必要があ
る。調査の結果、東西対称の位置に巨大な
土坑を確認したが、その性格と時期につい
ては特定できなかった。検討会では、大極
殿と併存していた確証はないとの結論に達
し、復原整備はおこなわないこととした。
� （箱崎 和久）

●高松塚古墳壁画の保存修復のための材料
調査
高松塚古墳壁画は、国営飛鳥歴史公園内

に設置された仮設修理施設において、現
在、クリーニング等の作業が実施されてい
る。壁画の保存修復においては、石材、漆
喰および彩色材料等に対する調査をおこな
い、材料、劣化状態および劣化原因に関す
る情報を得ることが重要である。
2014年度は劣化原因調査および修復の

ための継続的な調査として、東壁２の青龍
および日像の可視分光分析をおこなった。
青龍および日像において37点の分析箇所
から可視反射スペクトルおよび近赤外反射
スペクトルを取得した。緑色部の可視分光
スペクトルは緑青のそれとよい一致を示し
ている。また、赤色部については、水銀朱
のスペクトルとよい一致をしている。漆喰
層の劣化状態を把握するため、東壁２（青
龍）のテラヘルツ波イメージング調査を実
施した。今年度より、国産メーカー（パイ
オニア株式会社）製のTHzイメージング
装置を用いた。その結果、漆喰がきわめて
堅牢な部分では、漆喰表面での強い反射の
みが観測されるのに対し、漆喰が石材から
浮いている部分では、石材との境界での反
射が観測された。また、高松塚古墳の漆喰
には上部から下垂したように見える灰色の
物質が観察されている。この灰色部分にお
いて強いTHz波の反射を観測することが
できた。この灰色の物質については、これ
まで材料的な特徴が全く捉えられていな
かったが、今回、THz波の反射が強いと
いう特徴を捉えることができたことは、こ
の灰色物質の材料調査の端緒となる情報と
なりうることが期待できる。
経年変化の記録撮影として、東壁３石、

西壁３石、ならびに天井石4石に対して、
デジタルアーカイブスキャナによる高精細
画像を撮影した。撮影は各石材漆喰面に対
し、可視光と赤外光で実施した。また、紫
外線スキャニングについては、スキャニン
グの安全性を確認するための試験をおこな
い、紫外線スキャニングの色料におよぼす
影響を検討した。
昨年度に引き続き、可搬型Ｘ線回折装置

の検討をおこなった。今年度は、二次元イ

メージング検出器を用いた装置の開発をお
こなった。このシステムを用いることで、
バックグラウンドの排除、高分解能化、高
強度化、ならびに角度精度の向上を期待で
きるものと考えられる。� （高妻 洋成）

高松塚古墳壁画

●キトラ古墳に関する調査研究
キトラ古墳関係の事業では、墳丘整備の

調査と、保存科学調査、古墳の活用に関わ
る事業を実施した。
墳丘整備においては、2015年４月から

７月にかけて、立会調査をおこなった。立
会調査では、遺構へ影響がおよばないよう
作業内容に注意を払い、必要に応じ、作業
方法の変更等を指示し、墳丘整備は無事完
了した。
墳丘整備前の記録として、墳丘部分の３

次元レーザー測量を実施した。また、墳丘
整備後にも墳丘および周辺地形の３次元
レーザー測量を実施し、あわせて2015年
10月22日に整備竣工状況の空撮とハイラ
イダーによる撮影をおこなった。
保存科学調査では、2004年の発掘調査

時に石室内から出土した骨片のうち、報告
書未掲載の小破片資料について、クリーニ
ング・樹脂による仮強化処理・仮保管ケー
スの作成を継続しておこなっており、本
年度は約19箱分の資料について実施した。
また、出土した遺物の点検作業をおこなう
とともに、温度湿度のモニタリング、調湿
剤等の交換作業を実施した。
発掘調査成果の整理・活用にかかる事業

として、発掘調査の三次元動画作成準備を
おこなった。
また、国営飛鳥歴史公園（キトラ周辺地

区）内に建設予定の体験学習館の展示内容
につき、会議に11回出席し、資料提供と
助言をおこなった。� （玉田 芳英）

整備が完了したキトラ古墳（東南から）

現地説明会・見学会

◆平成27年10月12日（月･祝）
飛鳥藤原第186次（藤原宮大極殿院）
発掘調査現地説明会
　都城発掘調査部（飛鳥・藤原地区）
　研究員　清野 陽一
　参加者1,112人　　調査面積1548㎡

◆平成27年11月21日（土）
東大寺東塔院跡
発掘調査現地説明会
　都城発掘調査部（平城地区）
　参加者1,897人　　調査面積713㎡

◆平成27年12月20日（日）
平城第559次調査（興福寺中室・経蔵・鐘楼）
発掘調査現地見学会
　都城発掘調査部（平城地区）
　史料研究室　桑田 訓也
　参加者1,200人　　調査面積835.5㎡

◆平成28年３月５日（土）
平城第552次調査（平城京朱雀大路跡）
発掘調査現地見学会
　都城発掘調査部（平城地区）
　考古第二研究室　丹羽 崇史
　参加者680人　　調査面積756㎡

藤原第186次　現地説明会
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文化財担当者研修と指導

文化財の保存・活用を推進し、国民に対するサー
ビスの向上をはかるため、地方公共団体等の文化財担
当職員の資質向上を目的とする研修を実施している。
2015年度は、専門研修13課程と特別研修２課程を実施
した（2015年度文化財担当者研修課程の一覧参照）。研
修の多くは、講義形式が主体であるが、研修後の感想
文等によると、実地踏査や実技・実習を取り入れた研
修が好評であった。研修総日数91日、研修生総数177
名であった。
各部・センターでは、要請に従って地方公共団体や関

係機関が実施する発掘調査、出土遺物の保存処理、遺構
の保存、遺構整備等に関して、指導および助言等の協力
をおこなっている。2015年度の主な協力について一覧を
別表に掲載した。このほか、文化庁、地方公共団体、関
係機関からの依頼を受けて、発掘調査をはじめ、遺跡・
遺物の保存、遺跡の整備および公開に関する調査、地下
遺構の探査、動物依存体分析、年輪年代測定等の共同研
究や受託研究も進めている。

京都大学（大学院）との連携教育

京都大学大学院人間・環境学研究科共生文明学専攻
文化・地域環境論講座文化遺産学分野の客員教員とし
て玉田芳英（考古学）、小野健吉（庭園史学、文化的景
観学）、馬場基（史料学）、山崎健（環境考古学）、高妻
洋成（保存科学）、尾野善裕（考古学）の６名がそれぞ

れの講義、演習および実習をおこなうとともに、文化遺
産学分野を専攻する院生に対して必要に応じて奈良文
化財研究所において研究指導をおこなった。
2014年度には、修士課程1名、博士後期課程4名に加

え、京都大学大学院総合生存学館（思修館）総合生存
学専修博士一貫課程の2年次学生を研究生として受け入
れ、研究指導をおこなった。

奈良女子大学（大学院）との連携教育

奈良女子大学大学院人間文化研究科比較文化学専攻
文化史論講座の客員教授として、杉山洋（歴史考古学
特論）・小池伸彦（文化財学の諸問題）・渡辺晃宏（歴史
資料論）が担当し、博士後期課程の大学院生の指導を
おこなった。
いずれも、飛鳥地域、藤原宮・京跡、平城宮・京跡

等の遺跡や、そこから出土した坩堝や羽口、金属製品、
木簡をはじめとする遺物の調査研究に密着した授業で
あり、大学における通常の授業では経験できない、奈
良文化財研究所ならではの特色ある教育を実践した。

奈良大学への教育協力

2014年度に引き続き「文化財修景学」（担当：文化
遺産部遺跡整備研究室）に出講した。遺跡等の保護と
整備に関する制度・歴史・理念・手法等について、体
系的に講義をおこない、平城宮跡における学外授業を
実施した。

（青森）	 三内丸山遺跡
（岩手）	 御所野遺跡　志波城跡
（宮城）	 多賀城跡　おくのほそ道の風景地「壺

碑・興井・末の松山」
（秋田）	 脇本城跡　横手市伝統的建造物群
（福島）	 宮畑遺跡　宮脇廃寺跡
（群馬）	 上野国分寺跡　金井東裏遺跡　上野国

佐位郡正倉跡
（神奈川）	 円覚寺庭園白鷺池
（石川）	 金沢城　旧松波城庭園　真脇遺跡　金

沢城鼠多門等
（福井）	 朝倉氏遺跡　金ヶ崎城跡
（岐阜）	 正家廃寺跡　大萱古窯跡群　郡上市伝

統的建造物群　岐阜城跡
（静岡）	 新居関跡　遠江国分寺跡
（愛知）	 島原藩主深溝松平家墓所　尾張国分寺

跡
（三重）	 伊勢国分寺跡　斎宮跡　長谷川家　松

坂城跡　諸戸家住宅　諸戸氏庭園

（滋賀）	 敏満寺石仏谷墓跡　日吉神社境内　胡
宮神社社務所庭園　多賀大社奥書院庭
園　慶雲館庭園　延暦寺根本中堂

（京都）	 元離宮二条城　宇治川太閤堤跡　恭仁
宮跡　對龍山荘庭園　大安寺旧境内附
石橋瓦窯跡

（大阪）	 百済寺跡　鳥坂寺跡　旧西尾家住宅　
日根野荘遺跡　高安千塚古墳

	 古市古墳群　百舌鳥古墳群　飯盛城跡　
太子町国史跡二子塚古墳　難波宮跡

（兵庫）	 赤穂城跡　五斗長垣内遺跡　加茂遺跡
（奈良）	 旧大乗院庭園　中宮寺跡　巣山古墳　

唐古・鍵遺跡　菖蒲池古墳　東大寺境
内　薬師寺東塔　香芝市史跡　鳥の山
古墳　橿原市伝統的建造物群　纏向遺
跡　春日古墳　法隆寺金堂壁画

（和歌山）	 紀伊山地の霊場と参詣道　根来寺境内
（鳥取）	 青谷上寺地遺跡　大高野官衙遺跡
（島根）	 旧堀氏庭園　出雲大社境内遺跡　津和

野町伝統的建造物群　出雲国府跡　三
瓶小豆原埋没林　大田市伝統的建造物
群

（岡山）	 備中松山城跡　高梁市伝統的建造物群　
津山市伝統的建造物群

（広島）	 廉塾ならびに官茶山旧宅
（徳島）	 勝瑞城館跡　阿波国分尼寺跡
（香川）	 屋嶋城跡　快天山古墳　丸亀城跡　讃

岐国府跡　丸亀市伝統的建造物群
（愛媛）	 永納山城跡
（福岡）	 大宰府史跡　鴻臚館跡　三雲・井原遺

跡　大宰府跡推定客館地区　福原長者
原遺跡

（佐賀）	 肥前陶器窯跡　三重津海軍所跡
（長崎）	 鷹島海底遺跡　高島炭鉱
（熊本）	 西南戦争遺跡　堅志田城跡
（大分）	 ガランドヤ古墳
（宮崎）	 日向国府跡　蓮ケ池横穴群

2015年度　日本各地の遺跡・建造物等に関する指導・協力一覧（委員の委嘱を受けているもの）
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2015年度　文化財担当者研修課程一覧
区分 課　　程 実施期日 定員 対象 内容 担当室 研修

日数
応募
者数

受講
者数

専

門

研

修

建築遺構
調査課程

6月8日

～
6月12日

12

地域の中核とな
る地方公共団体
の文化財担当職
員若しくはこれ
に準ずる者

発掘調査で検出される建築遺構や出土建築部材に
関して必要な上部構造の専門的知識や発掘方法等
についての研修。

遺構研究室 5 8 8

災害痕跡
調査課程

6月15日

～

6月19日
10 〃

地震、津波、火山等の災害痕跡を理解するための
専門的知識と調査方法を取得することを目的とし
た研修。

環境考古学
研究室 5 8 8

建造物保存活用
基礎課程

6月22日

～

6月26日
15 〃

文化財建造物の保護行政をおこなうための文化財
建造物に関する基礎、および文化財建造物の保存・
活用に関する基礎の習得を目指す研修。

建造物研究室 5 21 20

報告書作成Ⅰ
（編集基礎）課程

7月6日

～

7月10日
10 〃

文化財調査に必要不可欠な報告書等の出版物制作
にあたって、編集に必要な基礎知識と印刷工程の
基礎知識についての研修。

企画調整室 5 26 14

報告書作成Ⅱ
（応用制作）課程

7月13日

～

7月17日
10 〃

報告書等の出版物制作にあたり、実際の編集作業
に必要な知識や技術、特にデジタル編集の実習を
通じて制作のノウハウを学べる研修。

企画調整室 5 19 10

自然科学的
年代測定法

7月21日

～

7月24日
10 〃

年輪年代や放射性炭素年代等自然科学的年代測定
の基礎知識を平易に解説し、文化財調査に積極的
に取り入れるための留意点等の習得を目指す研修。

年代学研究室 4 2 0

遺跡情報
記録調査課程

9月8日

～

9月11日
15 〃

遺跡・遺物の正確な記録とその保存活用手法とし
て、GISやデータベースの利用、遺跡情報の公開に
関する知識の取得を目指す研修。

文化財情報
研究室 5 10 10

木器・木製品
調査課程

9月14日

～

9月18日
15 〃

発掘調査において出土した木器・木製品の整理、
調査、保管について、必要な専門知識と技術の習
得を目的とする研修。

考古第一研究室 5 11 11

三次元計測課程
9月28日

～

10月2日
10 〃 三次元計測の利用に関して必要な専門知識と技術

の習得を目指した研修。
遺跡・調査
技術研究室 5 9 9

保存科学Ⅰ
基礎（金属製遺物）

課程

10月6日

～

10月15日
10 〃

金属製遺物の材質および劣化状態に応じた保存処
理法の策定、仕様書の作成をおこなうことができ
るよう、金属製遺物の材質および保存処理に関す
る基礎知識を習得することを目的とする研修。

保存修復科学
研究室 10 6 6

保存科学Ⅱ
基礎（木製遺物）

課程

10月15日

～

10月23日
10 〃

木製遺物の樹種、木取り、および劣化状態に応じた
保存処理法の策定、仕様書の作成をおこなうことが
できるよう、木製遺物の劣化状態および保存処理に
関する基礎知識を習得することを目的とする研修。

保存修復科学
研究室 9 6 6

文化財写真課程
12月8日

～

12月18日
15 〃

文化財の記録の中核をなす記録写真撮影について、
様々な文化財分野の写真についての基礎知識と実
習による実技を習得できる研修。

写真室 11 13 13

遺跡等環境
整備課程

1月12日

～

1月22日
12 〃

遺跡整備に関する講義および整備計画立案の演習
を通して、遺跡整備の実施にあたって必要となる
基礎的な知識の習得を目指す研修。

遺跡整備研究室 11 14 14

保存科学Ⅲ
（応急処理）課程

2月15日

～

2月19日
10 〃

発掘調査において出土した脆弱遺物の取り上げ、
保存処理までの一時保管法等の遺物の取り扱いに
関する応急処置について、講義と実習を通して習
得することを目的とする研修。

保存修復科学
研究室 5 9 9

特

別

研

修

三次元
ワークショップ

1月16日

～

1月17日
－ 〃

SfM/MVSを用いた考古資料の三次元計測につい
て、利用事例や利用方法の紹介を通じてその手法
の有効性の検討や利用の普及を進めていくことを
目的とする。

遺跡・調査技術
研究室 2 23 23

埋蔵文化財
デジタル写真研修

3月8日

～

3月11日
－ 〃

フィルム写真記録からデジタル写真環境への移行に
対応するに必要な基礎的な知識、技術、設備、文
化財担当部局・担当者の考え方について研修する。

写真室 4 16 16
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飛鳥資料館の展示

◆春期特別展「はじまりの御仏たち」
� 2015年4月24日～6月21日
出土品を中心に飛鳥時代のさまざまな小仏像を展
示。各種仏像の製作と用途、寺院における荘厳も紹介
した。会期59日間。来館者数10,725人。大脇潔氏に
よる記念講演会「塼仏学研究最前線―奉献から荘厳・
三尊から群像ヘ―」（参加88人）を開催し、ギャラ
リートークを5回実施した。図録第62冊『はじまりの
御仏たち』刊行。

◆夏期企画展　第６回写真コンテスト応募作品展「ひ
さかたの天―いにしえの飛鳥を想ふ―」
� 2015年7月28日～9月13日
「空」をテーマに募集した作品181点を展示し、優
秀作品を選出した。写真教室「デジタル写真の上質
仕上げ」を開催した（参加８人）。入賞作品を配した
「うちわ」を作成し会場で配布した。会期41日間。来
館者数4,088人。

◆秋期特別展「キトラ古墳と天の科学」
� 2015年10月9日～11月29日
文化庁・奈良文化財研究所が主催。開館40周年記
念として第１展示室を会場とした。キトラ古墳天文図
と古代の天の科学を紹介した。会期53日間。来館数
者12,862人。高柳雄一氏、中村士氏、相馬充氏、眞木
隆志氏と石橋・若杉が講師、文化庁建石氏と玉田が司
会を務めて講演会「キトラ古墳と天の科学」を開催し
た（参加126人）。ギャラリートークを4回実施した。 
関連イベント「古代人が見た星宙～キトラ古墳に学ぶ
天文学のすすめ」（朝日新聞・ 文化庁・奈良文化財研
究所主催）、「プラネタリウムで考古学～キトラ古墳の
星空が語るもの～」（多摩六都科学館・奈良文化財研
究所主催）を開催した。図録第63冊『キトラ古墳と
天の科学』刊行。

◆冬期企画展「飛鳥の考古学2015―飛鳥の古墳調
査最前線―」
� 2016年1月15日～3月6日
飛鳥資料館・奈良県立橿原考古学研究所・明日香村

が主催。飛鳥の終末期古墳にスポットを当て、最新の
調査成果を含めて紹介した。会期33日間。来館者数
2,504人。カタログ第33冊『飛鳥の考古学2015』刊行。

このほか、明日香村観光活性化事業「飛鳥光の回
廊」に参加し、夜間無料開館を実施した（2015年8月
29～30日、夜間来館121人）。また第１展示室の常設
展示を一部刷新した。

平城宮跡資料館の展示

◆夏期企画展「平城京“ごみ”ずかん―ごみは宝―」
� 2015年7月11日～9月23日
平城宮・京跡で出土したものの中から、不要になっ
て捨てられたものについて紹介する展示。夏休み期間
中の親子連れを意識して、平城京の人々が捨てたごみ
はどんなもの？、ごみすて場をのぞいてみよう！、天
平のリサイクル術等、親しみやすい展示構成とした。
会期中の入館者数は18,108名で、ギャラリーイベント
として「ゴミド
コさんとハカセ
の“ごみ”トーク」
を５回（参加者計
150名）、親子ワー
クショップを１回
（参加者計76名）
おこなった。

◆秋期特別展「地下の正倉院展 造酒司木簡の世界」
� 2015年10月17日～11月29日
年に一度の木簡実物の公開展示。本年、平城宮跡造
酒司（酒や酢の醸造をつかさどる役所）より1964年
から65年にかけての発掘調査で出土した木簡568点が
国の重要文化財に指定されたことを記念し、新指定の
木簡を展示した。また、酒づくりを中心とする造酒司
での様々な日常業務の様子等、数次にわたる発掘調査
や研究の成果も紹介した。会期中３回、研究員による
ギャラリートークをおこなった（参加者150名）。会
期中の入館者数は16,830名であった。

3 展示と公開

ゴミドコさんとハカセの“ごみ”トークの
様子
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2015年度　入館者数

飛鳥資料館（有料） 観覧料の詳細は63頁 平城宮跡資料館（無料） 合　　計
42,749人 105,334人 148,083人

図書資料・データベースの公開

〈図書〉
図書資料室では、文化財資料の中核的な拠点となる
べく、歴史・考古学分野をはじめ、幅広く文化財関係
の書籍および写真資料を収集している。また、仮庁舎
図書資料室においても一般公開施設として位置づけて
公開しており、所外の研究者および一般の方々に図
書・雑誌および展覧会カタログ等の閲覧・複写のサー
ビスをおこなっている。遠隔利用については、国立情
報学研究所の提供するNACSIS-ILLを通じて図書の
貸し出し、複写サービスを実施している。
また、奈文研の刊行物についても、PDF化をおこ
ない、インターネットを通じて公開している。

公開データベース一覧 2015年度 
アクセス件数

木簡データベース 30,266
木簡画像データベース 35,361
木簡画像データベース〈韓国語版〉 1,315
木簡画像データベース〈中国語版〉 5,685
木簡画像データベース〈英語〉 672
木簡字典くずし字典連携検索 218,803
墨書土器字典 1,798
全国木簡出土遺跡・報告書データベース 1,194
遺跡データベース 6,536
古代地方官衙関係遺跡データベース 2,094
古代寺院遺跡データベース 2,615
古代地名検索システム 4,694
官衙関係遺跡整備データベース 412
遺跡の斜面保護データベース 331
発掘庭園データベース 1,043
Archaeologically Excavated Japanese Gardens 541
所蔵図書データベース 18,413
報告書抄録データベース 5,520
考古関連雑誌論文情報補完データベース 1,971
薬師寺典籍文書データベース 755
大宮家文書データベース 281
平城京出土陶硯データベース 453
学術情報リポジトリ 44,899
全国遺跡報告総覧 757,143

解説ボランティア事業

平城宮跡への来訪者に対して案内・解説をおこなう
「平城宮跡解説ボランティア」事業を1999年10月から
実施している。
2016年３月31日現在、所定の研修を受けた解説ボラ
ンティアの登録数は133名を数え、平均して一人当た
り１ヶ月に２～３日のガイド活動をおこなっている。
2015年度における活動については、定点５ヵ所の

解説を中心に、予約受付した来
場者への宮跡内ツアーガイドを
充実させた。
奈良文化財研究所としては、
平城宮跡を広く一般に理解して
もらうために、その案内・解説
を「平城宮跡解説ボランティ
ア」を通じておこない、その連
続する活動を可能にするために、研修機会等の提供等
積極的な支援をおこなった。

2015年「平城宮跡解説ボランティア」の活動状況（活動日数　306日間）

各定点において解説を受けた来訪者のべ人数 解説をした平城宮跡解説
ボランティアの延べ人数

平城宮跡資料館 第一次大極殿 遺構展示館 朱雀門 東院庭園 ツアーガイド 計
19,403人 21,630人 7,553人 17,104人 7,733人 6,984人 80,407人 3,777人

＊活動は、定点施設の休館日を除く毎日。
� 2016.3.31現在
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刊行物

奈良文化財研究所　学報
第１冊	 仏師運慶の研究（1954）
第２冊	 修学院離宮の復元的研究（1954）
第３冊	 文化史論叢（1954）
第４冊	 奈良時代僧房の研究（1957）
第５冊	 飛鳥寺発掘調査報告（1958）
第６冊	 中世庭園文化史（1959）
第７冊	 興福寺食堂発掘調査報告（1959）
第８冊	 文化史論叢Ⅰ（1960）
第９冊	 川原寺発掘調査報告（1960）
第10冊	 平城宮跡第一次・伝飛鳥板蓋宮跡発掘調査報

告（1961）
第11冊	 院の御所と御堂―院家建築の研究―（1962）
第12冊	 巧匠安阿弥陀仏快慶（1962）
第13冊	 寝殿造系庭園の立地的考察（1962）
第14冊	 唐招提寺蔵「レース」と「金亀舎利塔」に関

する研究（1962）
第15冊	 平城宮発掘調査報告Ⅱ
	 官衙地域の調査（1962）
第16冊	 平城宮発掘調査報告Ⅲ
	 内裏地域の調査（1963）
第17冊	 平城宮発掘調査報告Ⅳ
	 官衙地域の調査（1966）
第18冊	 小堀遠州の作事（1966）
第19冊	 藤原氏の氏家とその院家（1968）
第20冊	 名物烈の成立（1970）
第21冊	 研究論集Ⅰ（1972）
第22冊	 研究論集Ⅱ（1974）
第23冊	 平城宮発掘調査報告Ⅵ
	 平城京左京一条三坊の調査（1975）
第24冊	 高山―町並調査報告―（1975）
第25冊	 平城京左京三条二坊（1975）
第26冊	 平城宮発掘調査報告Ⅶ
	 内裏北外郭の調査（1976）
第27冊	 飛鳥・藤原宮発掘調査報告Ⅰ（1976）
第28冊	 研究論集Ⅲ（1976）
第29冊	 木曽奈良井―町並調査報告―（1976）
第30冊	 五條―町並調査の記録―（1977）
第31冊	 飛鳥・藤原宮発掘調査報告Ⅱ（1978）
第32冊	 研究論集Ⅳ（1978）
第33冊	 イタリア中部の一山岳集落における民家調査

報告（1978）
第34冊	 平城宮発掘調査報告Ⅸ

	 宮城門・大垣の調査（1978）
第35冊	 研究論集Ⅴ（1979）
第36冊	 平城宮整備調査報告Ⅰ（1979）
第37冊	 飛鳥・藤原宮発掘調査報告Ⅲ（1980）
第38冊	 研究論集Ⅵ（1980）
第39冊	 平城宮発掘調査報告Ⅹ
	 古墳時代Ⅰ（1981）
第40冊	 平城宮発掘調査報告Ⅺ
	 第一次大極殿地域の調査（1982）
第41冊	 研究論集Ⅶ（1984）
第42冊	 平城宮発掘調査報告Ⅻ
	 馬寮地域の調査（1985）
第43冊	 日本における近世民家（農家）の系統的発展

（1985）
第44冊	 平城京左京三条二坊六坪発掘調査報告（1986）
第45冊	 薬師寺発掘調査報告（1987）
第46冊	 平城京右京八条一坊十三・十四坪発掘調査報

告書（1989）
第47冊	 研究論集Ⅷ（1989）
第48冊	 年輪に歴史を読む
	 ―日本における古年輪学の成立―（1990）
第49冊	 研究論集Ⅸ（1991）
第50冊	 平城宮発掘調査報告書ⅩⅢ
	 内裏の調査Ⅱ（1991）
第51冊	 平城宮発掘調査報告書ⅩⅣ
	 平城宮第二次大極殿院の調査（1993）
第52冊	 西隆寺発掘調査報告書（1993）
第53冊	 平城宮朱雀門の復原的研究（1994）
第54冊	 平城京左京二条二坊・三条二坊
	 ―長屋王邸・藤原麻呂邸―発掘調査報告

（1995）
第55冊	 飛鳥・藤原宮発掘調査報告Ⅳ
	 ―飛鳥水落遺跡の調査―（1995）
第56冊	 平城京左京七条一坊十五・十六坪発掘調査報

告（1997）
第57冊	 日本の信仰遺跡（1999）
第58冊	 研究論集Ⅹ（1999）
第59冊	 中世瓦の研究（2000）
第60冊	 研究論集Ⅺ（1999）
第61冊	 研究論集Ⅻ（2001）
第62冊	 史跡頭塔発掘調査報告（2001）
第63冊	 山田寺発掘調査報告　本文編
	 図版編（2002）
第64冊	 研究論集ⅩⅢ（2002）
第65冊	 文化財論叢Ⅲ　奈良文化財研究所
	 創立五十周年記念論文集（2002）
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第66冊	 研究論集ⅩⅣ（2003）
第67冊	 平城京左京二条二坊十四坪発掘調査報告
	 旧石器時代編［法華寺南遺跡］（2003）
第68冊	 吉備池廃寺発掘調査報告
	 百済大寺跡の調査（2003）
第69冊	 平城宮発掘調査報告ⅩⅤ
	 東院庭園地区の調査（2003）
第70冊	 平城宮発掘調査報告ⅩⅥ
	 兵部省地区の調査（2005）
第71冊	 飛鳥池遺跡発掘調査報告Ⅰ（2004）
第72冊	 奈良山発掘調査報告Ⅰ
	 石のカラト古墳・音乗谷古墳の調査（2005）
第73冊	 タニ窯跡A6号窯跡発掘調査報告書（2005）
第74冊	 古代庭園研究Ⅰ（2006）
第75冊	 研究論集XV（2006）
第76冊	 法隆寺若草伽藍跡発掘調査報告（2007）
第77冊	 日韓文化財論集Ⅰ（2008）
第78冊	 近世瓦の研究（2008）
第79冊	 平城宮第一次大極殿の復原に関する研究Ⅰ
	 基壇・礎石（2009）
第80冊	 平城宮第一次大極殿の復原に関する研究Ⅳ
	 瓦・屋根（2009）
第81冊	 平城宮第一次大極殿の復原に関する研究Ⅱ
	 木部（2010）
第82冊	 平城宮第一次大極殿の復原に関する研究Ⅲ
	 彩色・金具（2010）
第83冊	 研究論集16（2010）
第84冊	 平城宮発掘調査報告ⅩⅦ
	 第一次大極殿院地区の調査２　本文編/図版

編（2011）
第85冊	 漢長安城桂宮　報告編・論考編（2011）
第86冊	 研究論集17
	 平安時代庭園の研究―古代庭園研究Ⅱ―

（2011）
第87冊	 日韓文化財論集Ⅱ（2011）
第88冊	 西トップ遺跡調査報告
	 ―アンコール文化遺産保護共同研究報告書―

（2011）
第89冊	 四万十川流域　文化的景観研究（2011）
第90冊	 Western Prasat Top Site Survey Report 

on Joint Research for the Protection of the 
Angkor Historic Site（2012）

第91冊	 遼寧省朝暘地区隋唐墓の整理と研究（2012）
第92冊	 文化財論叢Ⅳ　奈良文化財研究所　創立六十

周年記念論文集（2012）
第93冊	 奈良山発掘調査報告Ⅱ―歌姫西須恵器窯の調

査―（2014）
第94冊	 飛鳥・藤原宮発掘調査報告Ⅴ―藤原京左京六

条三坊の調査―（2015）
第95冊	 日韓文化財論集Ⅲ（2015）
第96冊	 中世庭園の研究―鎌倉・室町時代―（2015）

奈良文化財研究所　史料
第１冊	 南無阿弥陀仏作善集（複製）（1955）
第２冊	 西大寺叡尊伝記集成（1956）
第３冊	 仁和寺史料 寺誌編Ⅰ（1964）
第４冊	 俊乗房重源伝記集成（1965）
第５冊	 平城宮木簡一　図版（1966）
	 解説（1969）
	 （平城宮発掘調査報告Ⅴ）
第６冊	 仁和寺史料　寺誌編２（1968）
第７冊	 唐招提寺史料Ⅰ（1971）
第８冊	 平城宮木簡二 図版（1975）解説（1975）
	 （平城宮発掘調査報告Ⅷ）
第９冊	 日本美術院彫刻等修理記録Ⅰ（1975）
第10冊	 日本美術院彫刻等修理記録Ⅱ（1976）
第11冊	 日本美術院彫刻等修理記録Ⅲ（1977）
第12冊	 藤原宮木簡一　図版・解説（1978）
第13冊	 日本美術院彫刻等修理記録Ⅳ（1978）
第14冊	 日本美術院彫刻等修理記録Ⅴ（1979）
第15冊	 東大寺文書目録第１巻（1979）
第16冊	 日本美術院彫刻等修理記録Ⅵ（1979）
第17冊	 平城宮木簡三（1981）
第18冊	 藤原宮木簡二（1981）
第19冊	 東大寺文書目録第２巻（1981）
第20冊	 日本美術院彫刻等修理記録Ⅶ（1980）
第21冊	 東大寺文書目録第１巻（1981）
第22冊	 七大寺巡礼私記（1982）
第23冊	 東大寺文書目録第４巻（1982）
第24冊	 東大寺文書目録第５巻（1983）
第25冊	 平城宮出土墨書土器集成Ⅰ（1983）
第26冊	 東大寺文書目録第６巻（1984）
第27冊	 木器集成図録―近畿古代編―（1985）
第28冊	 平城宮木簡四（1986）
第29冊	 興福寺典籍文書目録第１巻（1986）
第30冊	 山内清男考古資料１（1988）
第31冊	 平城宮出土墨書土器集成Ⅱ（1988）
第32冊	 山内清男考古資料２（1989）
第33冊	 山内清男考古資料３（1992）
第34冊	 山内清男考古資料４（1992）
第35冊	 山内清男考古資料５（1992）
第36冊	 木器集成図録―近畿原始編―（1993）
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第37冊	 梵鐘実測図集成（上）（1993）
第38冊	 梵鐘実測図集成（下）（1993）
第39冊	 山内清男考古資料６（1993）
第40冊	 山田寺出土建築部材集成（1995）
第41冊	 平城京木簡一（1995）
第42冊	 平城宮木簡五（1996）
第43冊	 山内清男考古資料７（1996）
第44冊	 興福寺典籍文書目録第２巻（1996）
第45冊	 北浦定政関係資料（1997）
第46冊	 山内清男考古資料８（1997）
第47冊	 北魏洛陽永寧寺（1998）
第48冊	 発掘庭園資料（1998）
第49冊	 山内清男考古資料９（1998）
第50冊	 山内清男考古資料10（1999）
第51冊	 山内清男考古資料11（2000）
第52冊	 地域文化財の保存修復　考え方と方法（2000）
第53冊	 平城京木簡二　長屋王家木簡二（2001）
第54冊	 山内清男考古資料12（2000）
第55冊	 法隆寺古絵図集（2001）
第56冊	 法隆寺考古資料（2002）
第57冊	 日中古代都城図録（2002）
第58冊	 山内清男考古資料13（2002）
第59冊	 平城宮出土墨書土器集成Ⅲ（2003）
第60冊	 平城京条坊総合地図（2003）
第61冊	 鞏義黄冶唐三彩（2003）
第62冊	 北浦定政関係資料
	 松の落ち葉一（2003）
第63冊	 平城宮木簡六（2004）
第64冊	 平城京出土古代官銭集成Ⅰ（2004）
第65冊	 北浦定政関係資料
	 松の落ち葉二（2004）
第66冊	 山内清男考古資料14（2004）
第67冊	 興福寺典籍文書目録第３巻（2004）
第68冊	 古代東アジアの金属製容器Ⅰ中国編（2004）
第69冊	 平城京漆紙文書（一）（2004）
第70冊	 山内清男考古資料15（2005）
第71冊	 古代東アジアの金属製容器２　朝鮮・日本編

（2005）
第72冊	 畿内産土師器集成西日本編（2005）
第73冊	 黄冶唐三彩窯の考古新発見（2006）
第74冊	 山内清男考古資料16（2006）
第75冊	 平城京木簡三　二条大路木簡１（2006）
第76冊	 評制下荷札木簡集成（2006）
第77冊	 平城京出土陶硯集成Ⅰ（2006）
第78冊	 黒草紙・新黒双紙（2007）
第79冊	 飛鳥藤原京木簡一　図版・解説（2007）

第80冊	 平城京出土陶硯集成二 平城京・寺院（2007）
第81冊	 高松塚古墳壁画フォトマップ資料（2009）
第82冊	 飛鳥藤原京木簡二 図版・解説（2009）
第83冊	 興福寺典籍文書目録（2009）
第84冊	 山内清男考古資料17（2009）
第85冊	 平城宮木簡七　図版・解説（2010）
第86冊	 キトラ古墳壁画フォトマップ資料（2011）
第87冊	 明治時代平城宮跡保存運動史料集（2011）
第88冊	 藤原宮木簡三　図版・解説（2012）
第89冊	 仁和寺史料　古文書編一（2013）
第90冊	 大宮家文書調査報告書（2014）

奈良文化財研究所　研究報告
第１冊	 文化的景観研究集会（第１回）報告書（2009）
第２冊	 河南省鞏義市黄冶窯跡の発掘調査概要（2010）
第３冊	 古代東アジアの造瓦技術（2010）
第４冊	 古代官衙・集落研究会報告書「官衙と門」報

告編/資料編（2010）
第５冊	 文化的景観研究集会（第２回）報告書（2010）
第６冊	 古代官衙・集落研究会報告書「官衙・集落と

鉄」（2011）
第７冊	 文化的景観研究集会（第３回）報告書（2011）
第８冊	 鞏義白河窯の考古新発見（2011）
第９冊	 古代官衙・集落研究会報告書「四面廂建物を

考える」報告編/資料編（2012）
第10冊	 文化的景観研究集会（第４回）報告書（2012）
第11冊	 河南省鞏義市白河窯跡の発掘調査（2012）
第12冊	 奈良文化財研究所研究報告書「塩の生産・流

通と官衙・集落」（2013）
第13冊	 文化的景観研究集会（第5回）報告書（2013）
第14冊	� 古代官衙・集落研究会研究報告書「長舎と官

衙の建物配置」報告編／資料編（2014）
第15冊	 第18回古代官衙・集落研究会報告書　官衙・

集落と土器１（2015）
第16冊	 キトラ古墳天文図　星座写真資料（2015）
第17冊	 藤原宮跡出土馬の研究（2015）

奈良文化財研究所　基準資料
第１冊	 瓦編１　解説（1974）
第２冊	 瓦編２　解説（1975）
第３冊	 瓦編３　解説（1976）
第４冊	 瓦編４　解説（1977）
第５冊	 瓦編５　解説（1977）
第６冊	 瓦編６　解説（1979）
第７冊	 瓦編７　解説（1980）
第８冊	 瓦編８　解説（1981）
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第９冊	 瓦編９　解説（1984）

飛鳥資料館　図録
第１冊	 飛鳥白鳳の在銘金銅仏（1976）
第２冊	 飛鳥白鳳の在銘金銅仏　銘文編（1977）
第３冊	 日本古代の墓誌（1977）
第４冊	 日本古代の墓誌　銘文編（1978）
第５冊	 古代の誕生仏（1978）
第６冊	 飛鳥時代の古墳―高松塚とその周辺―（1979）
第７冊	 日本古代の鴟尾（1980）
第８冊	 山田寺展（1981）
第９冊	 高松塚拾年（1982）
第10冊	 渡来人の寺―桧隈寺と坂田寺―（1983）
第11冊	 飛鳥の水時計（1983）
第12冊	 小建築の世界―埴輪から瓦塔まで―（1984）
第13冊	 藤原―半世紀にわたる調査と研究―（1984）
第14冊	 日本と韓国の塑像（1985）
第15冊	 飛鳥寺（1985）
第16冊	 飛鳥の石造物（1986）
第17冊	 萬葉乃衣食住（1987）
第18冊	 壬申の乱（1987）
第19冊	 古墳を科学する（1988）
第20冊	 聖徳太子の世界（1988）
第21冊	 仏舎利埋納（1989）
第22冊	 法隆寺金堂壁画飛天（1989）
第23冊	 日本書紀を掘る（1990）
第24冊	 飛鳥時代の埋蔵文化財に関する一考察（1991）
第25冊	 飛鳥の源流（1991）
第26冊	 飛鳥の工房（1992）
第27冊	 古代の形（1995）
第28冊	 蘇我三代（1995）
第29冊	 斉明紀（1996）
第30冊	 遺跡を測る（1997）
第31冊	 それからの飛鳥（1998）
第32冊	 UTAMAKURA（1998）
第33冊	 幻のおおでら―百済大寺（1998）
第34冊	 鏡を作る　海獣葡萄鏡を中心として（1999）
第35冊	 あすかの石造物（2000）
第36冊	 飛鳥池遺跡（2000）
第37冊	 遺跡を探る（2001）
第38冊	 ‘あすか―以前’（2002）
第39冊	 A0の記憶（2002）
第40冊	 古年輪（2003）
第41冊	 飛鳥の湯屋（2004）
第42冊	 古代の梵鐘（2004）
第43冊	 飛鳥の奥津城―キトラ・カラト・マルコ・高

松塚（2005）
第44冊	 東アジアの古代苑池（2005）
第45冊	 キトラ古墳と発掘された壁画たち（2006）
第46冊	 キトラ古墳壁画四神玄武（2007）
第47冊	 奇偉荘厳山田寺（2007）
第48冊	 キトラ古墳壁画十二支―子・丑・寅―（2008）
第49冊	 まぼろしの唐代精華―黄冶唐三彩窯の考古新

発見―（2008）
第50冊	 キトラ古墳壁画四神―青龍白虎―（2009）
第51冊	 三燕文化の考古新発見―北方騎馬民族のかが

やき―（2009）
第52冊	 キトラ古墳壁画四神（2010）
第53冊	 木簡黎明―飛鳥に集ういにしえの文字たち―

（2010）
第54冊	 星々と日月の考古学（2011）
第55冊	 飛鳥遺珍―のこされた至宝たち―（2011）
第56冊	 比羅夫がゆく―飛鳥時代の武器・武具・いく

さ―（2012）
第57冊	 花開く都城文化（2012）
第58冊	 飛鳥寺2013（2013）
第59冊	 飛鳥・藤原京への道（2013）
第60冊	 いにしえの匠たち―ものづくりからみた飛鳥

時代―（2014）
第61冊	 はぎとり・きりとり・かたどり―大地にきざ

まれた記憶―（2014）
第62冊	 はじまりの御仏たち（2015）
第63冊	 キトラ古墳と天の科学（2015）

飛鳥資料館　カタログ
第１冊	 仏教伝来飛鳥への道（1975）
第２冊	 飛鳥の寺院遺跡１―最近の出土品（1975）
第３冊	 飛鳥の仏像（1978）
第４冊	 桜井の仏像（1979）
第５冊	 高取の仏像（1980）
第６冊	 橿原の仏像（1981）
第７冊	 飛鳥の王陵（1982）
第８冊	 大官大寺 ―飛鳥最大の寺―（1985）
第９冊	 高松塚の新研究（1992）
第10冊	 飛鳥の一と―最近の調査から―（1994）
第11冊	 山田寺（1996）
第12冊	 山田寺東回廊再現（1997）
第13冊	 飛鳥のイメージ（2001）
第14冊	 古墳を飾る（2005）
第15冊	 うずもれた古文書 ―みやこの漆紙文書の世

界―（2006）
第16冊	 飛鳥の金工海獣葡萄鏡の諸相（2006）
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人事異動
（2015. 4. 1～2016. 3. 31）

●2015年４月１日付け
研究支援推進部長� 島　田　健　治
研究支援推進部総務課長� 臣　守　常　勝
研究支援推進部連携推進課長
� 津　田　保　行
研究支援推進部連携推進課課長補佐
（兼）研究支援推進部連携推進課広報企画係長
� 梶　原　孝　次
研究支援推進部総務課財務係
� 北　村　加　奈
研究支援推進部研究支援課宮跡等活用支援
係主任� 三本松　俊　徳
都城発掘調査部長� 玉　田　芳　英
都城発掘調査部副部長� 渡　邉　晃　宏
（兼）都城発掘調査部史料研究室長
（兼）文化遺産部景観研究室長
� 林　　　良　彦
文化遺産部遺跡整備研究室長
� 内　田　和　伸
東京文化財研究所無形文化遺産部主任研究員
� 石　村　　　智

都城発掘調査部主任研究員� 林　　　正　憲
企画調整部展示企画室研究員� 若　杉　智　宏
（兼）飛鳥資料館学芸室
文化遺産部建造物研究室研究員
� 番　　　　　光
都城発掘調査部考古第二研究室研究員
� 丹　羽　崇　史
都城発掘調査部遺構研究室研究員
� 海　野　　　聡
都城発掘調査部考古第三研究室
アソシエイトフェロー� 山　本　　　亮
都城発掘調査部遺構研究室
アソシエイトフェロー� 福　嶋　啓　人
埋蔵文化財センター環境考古学研究室
アソシエイトフェロー� 松　崎　哲　也
●2015年５月１日付け
埋蔵文化財センター保存修復科学研究室
アソシエイトフェロー� 跡　見　洋　祐
●2015年７月１日付け
企画調整部国際遺跡研究室
アソシエイトフェロー� 影　山　悦　子
●2015年８月１日付け
都城発掘調査部史料研究室
アソシエイトフェロー� 藤　間　温　子
都城発掘調査部遺構研究室
アソシエイトフェロー� 大　橋　正　浩

●2015年８月３１日付け
辞　職� 髙　田　祐　一
●2015年９月１日付け
企画調整部文化財情報研究室研究員
� 髙　田　祐　一
●2015年10月１日付け
飛鳥資料館学芸室
アソシエイトフェロー� 小　沼　美　結
●2015年１２月１日付け
都城発掘調査部遺構研究室
アソシエイトフェロー� 坪　井　久　子
●2015年１２月３１日付け
任期満了退職� 福　嶋　啓　人
●2016年３月３１日付け
定年退職� 小　野　健　吉
定年退職� 難　波　洋　三
定年退職� 今　西　康　益
任期満了退職� 井　上　直　夫
任期満了退職� 菊　地　淑　人
任期満了退職� 中　川　二　美
任期満了退職� 村　山　聡　子
辞　　職� 青　木　　　敬
辞　　職� 中　村　　　玲
辞　　職（転出）� 木　村　浩　二
辞　　職（転出）� 本　光　秀　明
辞　　職（転出）� 川　畑　　　純

第17冊	 飛鳥の考古学2006（2007）
第18冊	「とき」を撮す―発掘調査と写真―（2007）
第19冊	 飛鳥の考古学2007（2008）
第20冊	 飛鳥の考古学2008（2009）
第21冊	 飛鳥の考古学2009（2010）
第22冊	 小さな石器の大きな物語（2010）
第24冊	 木簡黎明―飛鳥に集ういにしえの文字たち―

（2010）
第24冊	 飛鳥の考古学2010（2011）
第25冊	 鋳造技術の考古学―東アジアにひろがる鋳物

師のわざ―（2011）
第26冊	 飛鳥の考古学2011（2012）
第27冊	 飛鳥の考古学2012（2013）
第28冊	 飛鳥・藤原京を考古科学する（2013）
第29冊	 キトラ古墳壁画発見30周年記念　白虎　玄武　

朱雀　青龍（2014）
第30冊	 飛鳥の考古学2013（2014）
第31冊	 大和の美仏に魅せられて（2014）
第32冊	 飛鳥の考古学2014（2014）
第33冊	 飛鳥の考古学2015（2015）

その他の刊行物（2015年度）
・�奈良文化財研究所紀要2015
・�奈文研ニュース№57～60
・�埋蔵文化財ニュース№162～165
・�『遺跡の年代を測るものさしと奈文研』奈良文化財
研究所特別講演（東京会場）講演録
・�「ひさかたの天―いにしえの飛鳥を想ふ―」第６回
写真コンテスト展うちわ
・�『平城京“ごみ”ずかん―ごみは宝―』

・�『地下の正倉院展　造酒司木簡の世界』
・�ミニ展示『発掘速報展平城2015　第Ⅰ期』
・�ミニ展示『発掘速報展平城2015　第Ⅱ期』
・�ミニ展示『すごろく土器がみつかった！』
・�『飛鳥寺跡出土遺物の研究　ガラス玉類の考古科学
的研究』飛鳥資料館研究図録第19冊
・�『東アジア古代寺址比較研究（Ⅱ）―金堂址編―』
・�『史跡等の整備・活用の長期的な展開―経年による
ソフト・ハードの変化と再生―』平成26年度遺跡
整備・活用研究集会報告書
・�『地域のみかた―文化的景観学のすすめ』文化的景
観スタディーズ第1冊
・�『Lectures from the International Research 
Exchange between Nara National Research Institute 
for Cultural Properties and Columbia University, 
2011-2015』奈良文化財研究所とコロンビア大学と
の研究交流事業における研究発表論文集 2011-2015

・�『平城宮跡整備報告書』
・�『坂田寺出土建築部材調査報告書』
・�文化的景観資料集成第２集　文化的景観保存計画の
概要（Ⅱ）
・�文化的景観資料集成第３集　文化的景観保存計画の
概要（Ⅲ）
・�『８世紀の瓦づくりⅤ―東大寺式軒瓦の展開―』第
16回シンポジウム発表要旨集
・�『Annual Report on the Research and Restoration 
Work of the Western Prasat Top Mantling Process 
of the Southern Sanctuary』西トップ遺跡調査修復
報告中間報告３　南祠堂再構築編
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予算等

予算（予定額）� 単位：千円

2015年度 2016年度（予算額）
文部科学省からの運営費交付金（人件費を除く） 832,853 760,059
施設整備費 1,555,767 29,514
自己収入（入場料等） 34,983 49,155
計 2,423,603 838,728

土地と建物� 単位：㎡

土　地 建 物（建面積/延面積） 建築年
本館地区 8,860.13 現在、建替中
平城宮跡資料館地区 ※ 13,328.49/21,394.61 1970年他
都城発掘調査部（飛鳥・藤原地区） 20,515.03 6,016.41/9,477.43 1988年他
飛鳥資料館地区 17,092.93 2,657.30/4,403.50 1974年他

※平城宮跡資料館地区の土地は文化庁所属の国有地を無償使用

科学研究費助成事業（2016年4月15日現在）� 単位：千円

研究種目
2015年度 （参考）2016年度

①科学研究費補助金 ②学術研究助成基金助成金 ①科学研究費補助金 ②学術研究助成基金助成金
件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額

基盤研究（Ｓ） 1 33,410 －  － 1 33,800 －  －
基盤研究（Ａ） 5 41,508 －  － 4 27,170 － －
基盤研究（Ｂ） 8 23,010 6（6）  7,540 7 17,420 5（5）  4,160
基盤研究（Ｃ） － － 11 13,346 － － 12 15,340
挑戦的萌芽研究 － － 2  3,250 － － 3  3,250
若手研究（Ａ） 2  1,690 2（2）  3,120 5 13,780 2（2）  2,990
若手研究（Ｂ） － － 15 11,570 － － 19 17,680
奨励研究 2  1,100 － － 1  700 － －
特別研究員奨励費 1  1,560 － － － － － －
研究成果公開促進費〈学術図書〉 1  1,400 － － － － －  －
研究成果公開促進費〈データベース〉 － － － － 1  3,300 －  -
国際共同研究加速基金（国際共同研究強化） － － 1 － － － 1 13,910

※同一の研究課題で①と②の両方が交付されるもの（一部基金分）の件数はそれぞれに含み、②の括弧書きは共通するものの内数である。

受託調査研究� 単位：千円

区　分
2014年度 2015年度

件　数 金　額 件　数 金　額
研　究 28 187,199 22 155,218
発　掘 16 46,599 11 71,090
計 44 233,798 33 226,308

研究助成金� 単位：千円

研究助成金
2014年度 2015年度

件　数 金　額 件　数 金　額
5 3,984 6 4,350

※採択年による集計
※二ヵ年にわたる場合も初年度に計上
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職員一覧 2016年4月1日現在

飛鳥資料館長
（兼）松村恵司

埋蔵文化財センター長
小池伸彦

都城発掘調査部長
玉田芳英
（担：藤原）

文化遺産部長
林　良彦

副所長
杉山　洋

所長
松村恵司

歴史研究室長　　　　吉川　聡

企画調整部長
森本　晋

企画調整室長　　　　加藤真二

研究支援推進部長
島田健治

総務課長
臣守常勝

課長補佐
南　幸一

総務係長
桑原隆佳

連携推進課長
津田保行

課長補佐
梶原孝次

課長補佐
渡　勝弥

経営戦略係長
高田幸恵

研究支援課長
伴　佳英

再雇用職員
今西康益

施設係長　水田康介
専門職員　西田　功

宮跡等活用支援係長
江川　正

課長補佐
松本正典（飛鳥・藤原地区担当）
車井俊也（飛鳥資料館担当）

課長補佐
東部浩志

財務係長
（兼）東部浩志

主任
松本直也

主任
濱名　梓

広報企画係長
（兼）梶原孝次
文化財情報係長
（兼）渡　勝弥

係員
北村加奈
高梨泰裕

文化財情報研究室長　（兼）森本　晋

建造物研究室長　　　（兼）林　良彦

研究員　高橋知奈津
景観研究室長　　　　（兼）林　良彦 研究員　惠谷浩子

国際遺跡研究室長　　（兼）森本　晋 研究員　（兼）田村朋美
　　　　（兼）山藤正敏

展示企画室長　　　　（兼）加藤真二 研究員　（兼）西田紀子
　　　　（兼）若杉智宏

写真室長　　　　　　（兼）森本　晋 専門職員　中村一郎

遺跡整備研究室長　　内田和伸
主任研究員　　　　　中島義晴

考古第一研究室長　（藤）（兼）玉田芳英 研究員　（平）（休）庄田慎矢／芝康次郎
　　　　（藤）和田一之輔／諫早直人

研究員　（平）小田裕樹／山藤正敏
　　　　（藤）大澤正吾

考古第二研究室長　（藤）尾野善裕

研究員　（藤）石田由紀子／清野陽一考古第三研究室長　（藤）清野孝之

研究員　（平）山本祥隆／桑田訓也
アソシエイトフェロー　（平）井上　幸
　　　　　　　　（平）方　国花
　　　　　　　　（平）藤間温子

史料研究室長　　　（平）（兼）渡邉晃宏

研究員　（平）鈴木智大／海野　聡／
　　　　　　番　　光
　　　　（藤）前川　歩

アソシエイトフェロー　（藤）金　宇大

アソシエイトフェロー　（平）浦　蓉子
　　　　　　　　（藤）大谷育恵

アソシエイトフェロー　飯田ゆりあ
技能補佐員　　　鎌倉　綾

アソシエイトフェロー　影山悦子

※（平）：平城地区
　（藤）：飛鳥・藤原地区
　（担）：地区担当
　（育）：育児休業中
　（兼）：兼務
　（取）：事務取扱
　（休）：休職

アソシエイトフェロー　（藤）山本　亮

アソシエイトフェロー　（平）大橋正浩
　　　　　　　　（平）坪井久子

主任研究員　　　　（平）馬場　基／神野　恵／今井晃樹／林　正憲／国武貞克／丹羽崇史
　　　　　　　　　（藤）西山和宏／降幡順子／山本　崇／森川　実／廣瀬　覚／大林　潤

（庶務室）　　　　　（命）松本正典

遺構研究室長　　　（平）箱崎和久

都城発掘調査部副部長
渡邉晃宏
（担：平城）

保存修復科学研究室長　髙妻洋成

環境考古学研究室長　（兼）小池伸彦
年代学研究室長　　　（兼）小池伸彦
遺跡・調査技術研究室長　金田明大
主任研究員　　　　　大河内隆之／脇谷草一郎

研究員　星野安治
研究員　山﨑　健

研究員　田村朋美
　　　　（兼）降幡順子

アソシエイトフェロー　杉岡奈穂子
　　　　　　　　中島志保
　　　　　　　　松田和貴
　　　　　　　　（藤）跡見洋祐
アソシエイトフェロー　松崎哲也

アソシエイトフェロー　村田泰輔

アソシエイトフェロー　小沼美結学芸室長　　　　　　石橋茂登 研究員　西田紀子／若杉智宏

（庶務室）　　　　　　（命）車井俊也

主任研究員　　　　　中川あや 技術職員　（藤）栗山雅夫

研究員　髙田祐一

係員
真嶋明奈

係員
（兼）髙田祐一
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